
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 旭川市立大有小学校 研究紀要目次 

 
◇巻頭言 ｢研究紀要の発刊にあたって｣    大有小学校長  佐藤 潤一 
 
◇目次 
 
◇研究のあゆみ 
 
第Ⅰ章 研究の概要 
 
１ 研究主題と副主題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ⅰ－ １ｐ 
２ 研究主題・副主題について・・・・・・・・・・・・・・・・Ⅰ－ １ｐ 

  （１）設定の理由 
（２）研究主題のおさえ 

 ３ 研究計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ⅰ－ ５ｐ 
 ４ 研究構造図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ⅰ－ ６ｐ 
  
第Ⅱ章 研究の具体 
 
１ 研究仮説１ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ⅱ－ １ｐ 
  身に付けさせるべき資質・能力を明らかにした生活科・総合的な学習の 
時間における単元計画マネジメントの工夫 

   １．単元計画マネジメントの工夫 
    Ⅰ．学習環境づくりの工夫 
     （ ） 
    Ⅱ．対話活動の工夫 

（ ） 
Ⅲ．振り返りの充実（１単位時間，次，単元における振り返り）  

   
２ 研究仮説２ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ⅱ－１４ｐ 

    生活科・総合的な学習の時間と他教科・他領域とを関連させた指導の工夫 
     １．教科間のつながりを捉えた指導の工夫 
      Ⅰ．教科等横断的なカリキュラム・マネジメントの工夫 
   
 ◇資料：旭川市立大有小学校 総合的な学習の時間の全体計画 

 
第Ⅲ章 ９月研の実践 
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第 54回教育実践研究発表会の開催に当たって 

 新型コロナウイルス感染症の終息が未だ見通せない中，次代を担う子供たちの可能性

を伸ばし，健やかな成長を支える学校教育の責務は一層大きくなっています。本校にお

いても，変化の激しいこれからの社会を生きていくために必要となる資質・能力を確実

に育成するため，様々な制限がある中で感染症への対策を講じながら教育活動を工夫

し，コロナ禍にあっても教職員一同が協働して学びを保障し，きめ細かな心のケアに努

めながら大有っ子の育成に取り組んでいるところです。 

 半世紀を超えて受け継がれてきた本校の実践研究発表会の歴史を紐解くと，出発点で

ある昭和 4３年の第１回研究会では，研究主題を「主体的学習をめざして」として，主体

的に学ぶ子供を育むための学級づくりや，指導のねらいの明確化，各教科や領域間の関連

を図った指導について，授業公開や協議を通じて検討が行われました。主体的・対話的で

深い学びを目指す今年度の研究主題や研究内容と全く同じ視点であることに驚かされま

す。資質・能力の考え方や ICTを活用した指導方法等は５０年前と大きく異なりますが，

学びを通じて育てたい子供の姿には，ある種の普遍性が存在しているように感じます。主

体的に学び，変化に対応して未来の創り手となる子供を育むという，大有小先達の願いを

継承しながら教育実践に取り組んでいることを再確認できます。 

 このことは，ポストコロナ期を生きる子供に必要となる資質・能力の育成に結び付いて

おり，想定外の事象と向き合い，不透明な未来を切り拓く力を涵養することに繋がってい

ます。そのため，今年度は，個別最適な学びと協働的な学びを通して主体的・対話的で深

い学びを実現する授業改善を始動する時宜と捉え，実践に着手したところです。今後も，

北海道教育委員会の「学校力向上に関する総合実践事業」の取組成果を基盤に据えながら

授業改善に取り組んでまいりますので，多くの皆様からの御指導を賜りますようお願い

いたします。 

 また，これまで本校の実践研究発表会は全道各地の先生方や保護者・地域の方々に授業

を御参観いただき，貴重な御意見をいただいてきましたが，今年度は感染症対策のためオ

ンラインで開催することにしました。本校にお越しいただき，授業をライブで御覧いただ

くことは断念しましたが，ニューノーマルの時代においては日常となるであろう開催モ

デルの一例として，前向きに提案してまいりますので，御参加の皆様には，様々な視点か

ら忌憚のない御意見をいただければ幸いです。 

 結びになりますが，本校の教育実践に対し，多大なる御指導を賜るとともに，貴重な御

講演をいただきます文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官齋藤博伸様，北海

道教育委員会，旭川市教育委員会をはじめ，日頃より本校の教育活動に御指導・御支援を

いただいております保護者，地域の皆様に心から御礼を申し上げ，実践研究発表会の開催

に当たっての御挨拶といたします。 

 

   令和３年１０月 

                                        旭川市立大有小学校長 

佐 藤 潤 一  

 



研究のあゆみ 
本校の教育実践研究発表会は，昭和４３年１０月３１日に第１回を開催して以来，毎年休むことなく

継続し，今年度で５４回目を迎えた。 

 ２１世紀を担う子供たちの確かな成長を願い，新しい教育の在り方を模索して，私たち教職員は校内

研究体制を整え，組織的・計画的に大有の教育実践研究発表会の開催を引き継いできた。 

 今後も教職員一人一人が自己研鑽を重ね，実践研究の道のりを歩み続けていく。 
 

回 年 度 研 究 テ ー マ 研究対象教科等 

１ Ｓ４３ 主体的学習をめざして 国語・算数 

２ Ｓ４４ 学習集団の創造 国語・社会・算数・理科・学級

活動・道徳・日常生活指導 

３ 

４ 

Ｓ４５ 

Ｓ４６ 

集中山場のある授業の創造 国語・社会・算数・理科・学級

活動・道徳・生活単元学習 

５ 

６ 

Ｓ４７ 

Ｓ４８ 

一人一人が豊かな心をもち，よりよい生き方を創り

出していける子 

道徳 

７ Ｓ４９ 伸びようとする子供の願いを大事にする教育 全教科 

８ Ｓ５０ わかる授業から「生き生きと取り組む子供」をめざして 国語・社会・算数・理科 

９ 

１０ 

Ｓ５１ 

Ｓ５２ 

自ら追求する意欲をもたせる授業づくり 国語・社会・算数 

１１ 

１２ 

Ｓ５３ 

Ｓ５４ 

一人一人が伸びる教育 

～自ら学ぶ力を養い，正しく判断し行動できる子供

を求めて～ 

国語・社会・算数・理科・学級

活動・道徳・生活単元学習 

１３ 

 

１４ 

Ｓ５５ 

 

Ｓ５６ 

一人一人が伸びる教育 

～自ら学ぶ力をもった子供をめざして～ 

～基礎学力の発展をめざして～ 

国語・社会・算数・理科 

１５ Ｓ５７ 一人一人が確かな課題を持って生き生きと活動する教育 

～基礎学力の充実・発展をめざして～ 

～自分の考えを持ち，仲間と共にみがき合える子を

めざして～ 

国語・理科・特別活動（学級会

活動） 

１６ Ｓ５８ 豊かな人間性を育成する教育 国語・理科・特別活動 

１７ Ｓ５９ 豊かな人間性を育て，実践力を培う教育 国語・理科・図工・特別活動 

１８ 

１９ 

２０ 

Ｓ６０ 

Ｓ６１ 

Ｓ６２ 

確かな課題に向けて自ら考え，仲間と共に意欲的に

実践する子を求めて 

国語・図工・特別活動・日常生

活指導 

２１ 

２２ 

２３ 

Ｓ６３ 

Ｈ １ 

Ｈ ２ 

確かな課題に向けて自ら考え，仲間と共に意欲的に

実践する子を求めて 

～個をとらえ，生かすことを重視して～ 

国語・理科・日常生活指導・合

同学習 

２４ 

 

２５ 

Ｈ ３ 

 

Ｈ ４ 

自ら考え，仲間とみがき合い，学び続ける子を求めて 

～個をとらえ，生かし支え合うことを重視して～ 

国語・理科・日常生活指導・合

同学習 

生活科・算数・合同学習 



回 年 度 研 究 テ ー マ 研究対象教科等 

２６ 

 

２７ 

２８ 

Ｈ ５ 

 

Ｈ ６ 

Ｈ ７ 

学び続ける意欲を持ち，豊かに表現できる子の育成 

～主体的に取り組む体験的活動を重視して～ 

～豊かな自己表現の場を大切にして～ 

～一人一人のよさを見いだし生かすために～ 

生活科・理科・図工・合同学習・

生活単元学習 

２９ 

３０ 

３１ 

Ｈ ８ 

Ｈ ９ 

Ｈ１０ 

自ら考え，表現し，学びを高め合う子の育成 

～生活科・理科の学習を通して～ 

生活科・理科・生活単元学習・

ひとりで勉強（個別学習） 

３２ 

 

 

３３ 

３４ 

Ｈ１１ 

 

 

Ｈ１２ 

Ｈ１３ 

自己のよさを生かし楽しく学ぶ子の育成 

～できる・つくる・ひろげる学習を通して～ 

生活科・理科・社会・総合的な

学習の時間・生活単元学習・ひ

とりで勉強（個別学習） 

教科・総合的な学習の時間・交

流活動 

３５ 

３６ 

３７ 

Ｈ１４ 

Ｈ１５ 

Ｈ１６ 

生き生きと活動し，創造的に学び合う子の育成 

～アプローチする・創り上げる・広げる活動を通して

～ 

教科・総合的な学習の時間・合

同学習 

生活科・社会科・理科 

３８ 

 

３９ 

 

４０ 

 

Ｈ１７ 

 

Ｈ１８ 

 

Ｈ１９ 

 

自己への問いかけを深め，心豊かに生きる子供の育成 

～価値の主体的自覚を深める「道徳の時間」の充実～ 

～事前・事後の体験的な活動との関連を図る「道徳の

時間」の充実～ 

～価値の主体的自覚を図る「道徳の時間」の深化～ 

～家庭・地域との連携を図る道徳教育の充実～ 

道徳 

４１ 

 

４２ 

Ｈ２０ 

 

Ｈ２１ 

自己への問い掛けを深め，心豊かに生きる児童の育成 

～いのちを輝かせ，感動する心を育む～ 

～心豊かな実践を求め，他を思う心を育む～ 

道徳 

４３ 

 

４４ 

４５ 

Ｈ２２ 

 

Ｈ２３ 

Ｈ２４ 

自らの考えを伝え合い，ともに学ぶ子供の育成 

～言語力の育成を図る授業をめざして～ 

～言語力の育成と言語活動の充実を図る～ 

～言語力をはぐくみ，思考力・判断力・表現力の向上を図る～ 

国語 

 

国語・算数 

国語・算数 

４６ 

４７ 

４８ 

Ｈ２５ 

Ｈ２６ 

Ｈ２７ 

「分かる」，「できる」，「楽しい」授業で学力の向上を

図る  

～算数科を窓口として～ 

算数 

４９ 

５０ 

Ｈ２８ 

Ｈ２９ 

自己を見つめ，よりよく生きる児童の育成 

～自分ごととして考え，仲間と共に深め合う「道徳科」を目指して～ 

道德 

５１ Ｈ３０ 「深い学び」を実現できる児童の育成 

～国語科の物語教材を通して～ 

国語 

５２ 

 

５３ 

R １ 

 

R ２ 

主体的に学び，関わり合い，学びを生かす子供の育成 

～国語科・物語文における単元プランの構築と活用を通して～ 

～国語科における単元プランの活用と他教科・他領域との関連

を通して～ 

５４ R ３ 

 

主体的に学び，関わり合い，学びを生かし深める 

子供の育成 

～生活科・総合的な学習の時間における単元計画マネジ 

メントと他教科・他領域との関連を通して～ 

生活科 

総合的な学習の時間 
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１ 研究主題・副主題 
 

 

 

 

 

 

 

２ 研究主題・副主題について 

⑴ 設定の理由 

 ○ 新学習指導要領（令和２年度より全面実施） 

 目の前の子供たちが活躍するであろう２０３０年の近未来では，日常の暮らしで人工知

能（AI）が当たり前のように活躍・普及するなど，想像以上の大きな社会変化が起こると

言われている。そのような変化に対応できる子供たちを育てるために，令和２年度から新

学習指導要領が全面実施され，教師が主体的・対話的で深い学びの視点から授業改善を図

り，「子供たちにどのような力が身に付いたか」という学習の成果を的確に捉えさせること

のできる教育が必要とされている。 

つまり，これからの教育では，知識や技能の習得だけでなく，身の回りに生じる様々な

問題に立ち向かい，その解決に向けて，習得した知識を生かしながら，または多様な他者

と協働しながら状況に応じた最適な解決方法を見出し，提案・発信できる資質・能力をも

った人材を育てていくことが求められている。 

そのためにも教師主導の学びから学習者中心の学びへ，いわゆる「主体的に学び，関わ

り合い，学びを生かし深める子供の育成」に目を向け，教科的横断的なカリキュラム・マ

ネジメントの視点から，子供自らが問題や課題を見出し，身に付けた知識・技能を生かし

ながら解決できる人材や様々な知識・技能を関連させながら自らの資質・能力を高めてい

ける人材を育てていく教育が必要となるのである。 
 

 ○ 本校の重点教育目標との関わり 

 本校では，今年度の重点教育目標を「主体的に関わり行動する大有っ子の育成」と設定

し，その具現化を図っている。 

これまで確立された本校の教育を参考にし，児童の実態と目指す子供の姿等を踏まえな

がら，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて「見付ける活動，比べる活動，実感す

る活動」と学びの歩みを進める本校の学習活動や子供たちの多様性の尊重を基盤にしなが

ら，問題・課題を自ら見付けて解決していく力，互いの考えを比べて互いのよさを自らの

学習に生かしたり協働・比較し合いながらよりよいものを探求したりする力，学びの成果

を実感して次のステップへとつなげる力の育成を目指している。 
 

 ○ 児童の実態から 

本校の児童は，明るく素直で，教師や仲間と楽しく学習したり遊んだりできる児童が多

い。さらに，読書を好み，友達の考えを聞くことができるようになったこと，家庭学習に

向かう習慣が年々身に付いてきていることなどが，学力の向上に結び付いている。 

しかし，全国学力・学習状況調査の質問紙調査の結果から，国語や算数など，学習に対

する意欲や必要感が低下していること，自己肯定感・自己有用感がやや低いこと，地域の

人々等，学校以外の人々と関わる経験が不足していることが明らかになっている。また，

国語や算数などにおいても，与えられた計算や暗記を必要とする問題に対しての理解度は

高いが，「自分の考えを分かりやすく伝え合う」というようなコミュニケーション能力が求

められる学習内容に対しては苦手だと感じている児童が多くいる。 

このような状況から，地域の人々などと関わりをもち学びを深めること，自己肯定感や

自己有用感を高めたり自らのよさや特徴を把握したりすること，問題・課題を自分事と捉

えて互いの考えを話し合ったり交流したりすることを通して,新しいものの見方を見出し

たり，友達の考えを参考にすることで自分の考えが深まったりできるような学習の充実を

図ることが本校の児童に求められている。 

教
育
の 

今
日
的
な
課
題 

本
校
教
育
の

方
向
性 

児
童
の
実
態 

 主体的に学び，関わり合い，学びを生かし深める子供の育成 
～生活科・総合的な学習の時間における単元計画マネジメントと他教科・他領域との関連を通して～ 
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 ○ 本校教職員の実態から 

 本校では，令和２年度から総合的な学習の時間が１単元７０時間となり，その指導に自

信をもてない教師が多い。また，生活科においても体験活動等を通して，どのように学び

を深めていけばよいのかについて，不安を抱えたまま指導している教師が多い。このよう

な状況を踏まえ，生活科・総合的な学習の時間を窓口として，児童が主体的に学び・関わ

り合い・学びを生かして高め合う姿を実現するための単元計画の構築や，それを支える学

習形態等に関する研修体制の構築が不可欠である。また，本校は，学校力向上に関する総

合実践事業の地域連携校として，毎年初任段階１年次の教員が２名ずつ配置されるため，

若手教員の授業力向上を学校課題に位置付けている。 

 これらのことから考えても，子供の主体的な学習がより求められる生活科・総合的な学

習の時間の学習において，子供自らが主体的に学習し，対話的な活動を通して深い学びを

実現させられる単元計画をマネジメントする能力や，児童が必要感・充実感を味わえるよ

うな学習形態を築く力，そして，それらを支える指導力などを学ぶ研修が求められている。  

 

 ○ 生活科・総合的な学習の時間を窓口とした研究から研修へ 

 こうした様々な課題や実態を踏まえ，今年度の重点教育目標の具現化を図るため，生活

科・総合的な学習の時間を窓口として，日常の授業改善に直結する研修体制を構築し，学

習に主体的に取り組み，課題意識をもって互いに学び合い，自分の学びをより確かなもの

にしようとする児童の姿を目指すこととした。 

具体的には，毎年実施している本校での研究会において，公開する特設授業（今回はコ

ロナウイルス感染拡大防止の視点からプレゼンでの提示）を全教職員で考え，探り，創り

上げる過程を通して教員一人一人の指導力の向上を図る。また，学校全体で全教科・領域

等において，研究主題にある「主体的に学び，関わり合い，学びを生かし深める子供」の

姿を実現させるための手立てを考え，探り，試行しながら日常の授業改善に取り組む体制

の構築を目指す。このことから，特に本教育実践研究発表会では，公開授業に係る協議に

終始せず，成果や課題を日常の授業改善に生かす視点を重視する。 

今後は，１０月研の成果や課題を，日常の授業改善に生かすとともに，全教員がそれぞ

れに積極的に日常授業を公開し，自ら学びの場を設定し続けながら授業改善を図っていく。 

これらのことを通して，教員一人一人の授業力の向上を図り，子供が社会変化に対応し，

輝く未来と幸福な人生を築く力を育んでいきたい。 

 
⑵ 研究主題のおさえ 

「主体的に学び，関わり合い，学びを生かし深める」とは 

 今改訂の重要なキーワ 

ードに「社会に開かれた 

教育課程」がある。この 

「社会に開かれた教育課 

程」は，今後の教育の目 

指す改善の方向性として 

大きな意味が込められて 

おり，中央教育審議会答 

申（平成 28 年 12 月 21 日）で 

は，次頁のように記され 

ている。 

日
常
の 

授
業
改
善 

教
師
の
実
態 

＜社会に開かれた教育課程＞ 

①社会や世界の状況を幅広く視野に入れ，よりよい学校教育を通じてより

よい社会を創るという目標を持ち，教育課程を介してその目標を社会と

共有していくこと。 

②これからの社会を創り出していく子供たちが，社会や世界に向き合い関

わり合い，自らの人生を切り拓いていくために求められる資質・能力と

は何かを，教育課程において明確化し育んでいくこと。 

③教育課程の実施に当たって，地域の人的・物的資源を活用したり，放課

後や土曜日等を活用した社会教育との連携を図ったりし，学校教育を学

校内に閉じずに，その目指すところを社会と共有・連携しながら実現さ

せること。 
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 私たちが目指すゴール（最大の目標）は，「資質・能力の育成（何ができるようになったか）」であ

る。そのためには，これからの時代を生き抜くために必要な資質・能力を踏まえた学習目標・学習内

容の精選・改善や，子供たちが「主体的・対話的で深い学び」を実現できる学習過程の見直しが必要

となる。 

そして，これらを実現するためには，二つの軸が必要と言われている。一つは「アクティブ・ラー

ニングの視点による授業改善（授業のイノベーション）」，もう一つが「カリキュラム・マネジメント

（学習カリキュラムのデザイン）」の充実である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校では，以上のような考えに基づき，研究主題である「主体的に学び，関わり合い，学びを生か 

し深める」をどのようにおさえるか，校内研修を通して検討してきた。 

その際，同答申で示された次頁の図を参考にしてきた。 

①アクティブ・ラーニングの視点による授業改善 

（授業のイノベーション） 

②カリキュラム・マネジメントの充実 

（学習カリキュラムのデザイン） 
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①「主体的に学ぶ子」とは…上図【主体的な学び】とおさえる 

■「主体的な学び」 

   学ぶことに興味や関心をもち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，

見通しをもって粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主

体的な学び」が実現できているか。 

 「主体的な学び」を，自分で自らの学びをコントロールし，学ぶこと自体に興味・関心がもてるよ

うになることとおさえた。「自分の身の回りで行っている事象に対して問題や課題を設定し，自分の力

（自らが身に付けている知識や技能などを使って）で解決し，その成果を自分のものとする。そして，

その解決に向けた過程から面白さを見出し，繰り返し行おうとする。」このようなことができるように

なることが，学びを自分自身でコントロールし，学ぶこと自体に興味・関心がもてるようになるとい

うイメージである。 

 本校では，「主体的に学ぶ子」を，課題を自分事として捉え，解決に向けた見通しをもち，様々な見

方・考え方を働かせながら解決に向かう姿や，その学びの過程を振り返り，そこからよさや課題点を

見出して次につなげる姿とおさえた。前のめりになって，生き生きとした顔つきで，進んで活動し，

課題の解決に向けて本気で学習している子供の姿，そしてその学習に対する楽しみを見出し，繰り返

し解決に向けて努力しようとする子供の姿などがこれにあたり，全教職員でイメージを共有してきた。 

 

②「関わり合う」とは…上図【対話的な学び】とおさえる 

■「対話的な学び」 

   子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考え

ること等を通じ，自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。  

   「対話的な学び」を，異なる多様な他者と対話をすることで自らの考えが他者に伝わり広がったり，

他者の話から新たな考えに気付いたりすることとおさえた。ここには，子供同士の対話のみならず，

広く地域の人たち，あるいは時間を超えて先哲の考えと向き合うことも含めて考えることが大切であ

る。したがって，書籍や文献などを通して，子供たちが対話をし，学ぶということも考えられる。 

 また，対話をする手段においても，コロナ禍の今，目と目を合わせて話をすることが難しいという

視点から見るとＩＣＴを活用した対話ということも考えられる。 
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 本校では，「関わり合う」を，異なる多様な他者との対話の中で，多くの情報を手に入れたり多くの

説明機会を活用したりすることを通して，自分の考えが広がったり深まったりすることとおさえ，子

供同士の学び合い，意見交換，ディスカッションしている姿（ＩＣＴを活用した話合い活動の場合も

含めて）を「関わり合う」子供の姿として，イメージを共有してきた。 

 

③「学びを生かし深める」とは… 

【各教科で身に付けた資質・能力を他教科・他領域と結び付け，身に付けた資質・能力を更に

知識の定着や情報の精査をしたり，より深い理解とつなげて向上させたりする】とおさえる 
各教科で身に付けた資質・能力を他教科・他領域と結び付け，身に付けた資質・能力を活用させ

ながらより確かな知識・技能を定着させたり，より深い理解につなげたりする子の姿（これを本校

における「深い学び」とする）を実現するためには，子供たちの主体性を重視した私たち教師側の

授業改善はもちろん，教師側が単元がスタートする前に，単元計画や年間指導計画，全体計画など

のカリキュラムをデザインし，子供たちの資質・能力の向上に向けたマネジメントしていくことが

必要不可欠となる。 

■「カリキュラム・マネジメント」の三つの側面 
①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え，学校の教育目標を踏まえた教科横断的な視点で，その

目標の達成に向けて必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。 

②教育内容の質の向上に向けて，子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づ

き，教育課程を編成し，実施し，評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立すること。 

③教育内容と，教育活動に必要な人的・物的資源等を，地域等の外部の資源も含めて活用しながら効

果的に組み合わせること。 

【中央教育審議会答申（平成 28年 12月 21日）より】 
   
    以前学習した単元や現在学習している単元，これから学習する単元などが，教科・領域を越えて

教科同士や教科と領域の間でつながるように単元計画や年間指導計画などを考えていくことが求

められている。 

  本校では，学習指導要領に示された内容を組織的に配列することは，学級担任や学習指導をする

立場にとって，日々の授業に結び付く重要な問題であると考え，上記三つの側面の①を重視しなが

ら，子供たちの主体的な学びが重視される生活科・総合的な学習の時間において身に付けた力と他

教科・他領域との関連を組織的に配列する取組を始めることとした。 

現在，生活科・総合的な学習の時間を中心とした上記の三つの側面の①を重視し取り組むことは，

他教科・他領域における関連を見出すことや②や③の実現にも結び付くのではないかと考え，今後

充実を図らなければいけないものとして十分認識しているところである。 

 

３ 研究計画 

年次 期 計画の内容 

１年次 

令和３年度 

施
行
・
実
践

期 

○研究主題，研究仮説，研究内容等の設定 

【主体的に学び，関わり合い，学びを生かし深める子供の育成】 

○研究計画，研究体制の確立 

○共通理解による研究の推進（授業実践） 

○１年次研究のまとめと反省，２年次研究の方向性 

２年次 

令和４年度 

発
展
期 

○研究副主題，研究仮説，研究内容，研究構造図等の見直し 

【主体的に学び，関わり合い，学びを生かし深める子供の育成】 

○共通理解による研究の推進（授業実践） 

○カリキュラム・マネジメントの推進 

○２年次研究のまとめと２年間の研究のまとめ 

○新研究の方向性 
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４．研究構造図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目指す子ども像】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【法令等】 

日本国憲法・教育基本法・学

習指導要領・北海道教育推進

の重点・上川管内教育推進の

重点・旭川市教育指導の重点 

【児童の実態】 

国語，算数の学力は高まっ

てきており，低位の児童の割

合も減ってきている。しかし，

規範意識，自己有用感や自己

肯定感，探求的に学ぶ態度や

道徳性等で課題が見られる。 

【地域の実態】 

○歴史と伝統のある学校。 

○

 

○保護者は共働きが多く，一

人親家庭も多い。 

【保護者・教師の願い】 

○基本的生活習慣の定着。 

○他を思いやる心の育成。 

○基礎的・基本的な学習内容

の定着。 

○自己有用感・自己肯定感の

向上。 

【重点目標】 

主体的に関わり行動する大有っ子の育成 

【研究主題】 

主体的に学び，関わり合い，学びを生かし 

深める子供の育成 
～生活科・総合的な学習の時間における 

単元計画マネジメントと他教科・他領域との 

関連を通して～ 

 

【学校の教育目標】 

かしこく なかよく たくましく 

（知）  （徳）  （体） 

「そろえる活動（そろえる８）」○学習編～①学習時間，②学習用具，③姿勢，④話す・聞く 

○生活編～①整頓，②挨拶，③歩行，④記名 
 

「学力向上プラン（そろえる指導）」①学習規律，②立腰教育，③音読・暗唱，④国語辞典，⑤読書活動， 

⑥学び直し，⑦ありがとうカード，⑧振り返りカード，⑨学習サポート， 

⑩大有っ子ドリル，⑪大有っ子の手引き，⑫ＴＴ・習熟 
 

「大有のキホン」①「授業のキホン」

②「習熟度別少人数指導の手引き」
 

「大有小における研修」 … 「実技研修」，「メンター研修（ユース，ミドル，ベテラン）」「ブロック・学年での話合い」 

研究を支える土台作り 

 

【研究内容２】 

 

 

 

 

 
 

１．教科間のつながりを捉えた指導

の工夫 

  ・教科等横断的なカリキュラム・

マネジメントの工夫 

 

 

 

【研究内容１】  
 

 

 

 

 

１．単元計画マネジメントの工夫 

 ・学習環境づくりの工夫 

（導入段階における環境づくり，人・もの・ことを活用した環境づくり） 

・対話活動の工夫 

（思考を生み出す場の工夫，思考ツールや ICT を用いた対話） 

・振り返りの充実（１単位時間，次，単元における振り返り） 

 

 

 

 

身に付けさせるべき資質・能力を明らかにした生

活科・総合的な学習の時間における単元計画マネジ

メントの工夫 

生活科・総合的な学習の時

間と他教科・他領域とを関連

させた指導の工夫 

・自ら課題を見付け意欲的に

解決できる子ども 

・進んで他者と関わり合い，共

に考えを創り上げる子ども 

 

・学ぶ喜びを実感し，

実生活の場で活用で 

きる子ども 
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１．単元計画マネジメントの工夫 
 

「生活科の授業が好き！」「総合的な学習の時間が楽しい！また，やりたい！」私たち授業者は誰で

も，子供たちのそのような思いを実現したいと願っている。その願いを実現させるためには，学びに

対する必要感や成果・学ぶ喜びを実感できるような生活科・総合的な学習の時間の単元計画をしっか

りとプランニングしていく必要がある。 

また，当該単元で「自ら課題を見付け意欲的に解決できる子ども」「進んで他者と関わり合い，共

に考えを創り上げる子ども」という本校の教育目標に沿った目指す子ども像を実現させるために，子

供たち自らが掲げる問題・課題を，子供たちが主体となって解決できる過程となるような単元計画を

考えていくことが求められている。 

以上のことから，私たちは今     ≪第６学年におけるキャリア教育をテーマにした単元計画案≫ 

年度より，生活科または総合的 

な学習の時間における単元構想 

を「単元計画案」としてまとめ， 

従来陥りがちであった教師主導 

の狭く固定化された学力観・指 

導観からの脱却を目指すことと 

した。 

右のものは，キャリア教育を 

テーマにした第６学年の単元計 

画図である。 

本校では，生活科においても 

総合的な学習の時間においても 

学習指導要領に記載されている 

探求的な学習過程を軸に単元計 

画図を作成している。 

 具体的には，生活科では，① 

思いや願いをもつ，②活動や体 

験をする，③感じる・考える， 

④表現する・行為する（伝え合 

う・振り返る）学習過程を軸に， 

 

１．単元計画マネジメントの工夫 

 ・学習環境づくりの工夫（導入段階における環境づくり，人・もの・ことを活用した環境づくり） 

・対話活動の工夫（思考を生み出す場の設定，思考ツールや ICT を用いた対話） 

・振り返りの充実（１単位時間，次，単元における振り返り） 
 

 

・自ら課題を見付け意欲的に解決できる子ども 

・進んで他者と関わり合い，共に考えを創り上げる子ども 

 

 

≪ 研究内容１ ≫ 

 身に付けさせるべき資質・能力を明らかにした生活科・総合的な学習の

時間における単元計画マネジメントの工夫 
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それらが順序を入れ替えたり，      ≪第１学年における「あきをさがそう」の単元計画案≫ 

プロセスを一体化させたりしな 

がら，繰り替えされる学習過程 

を，総合的な学習の時間では， 

学習指導要領（平成２９年７月） 

で述べられている探求的な学習 

における児童の学習の姿である 

①課題の設定，②情報の収集， 

③整理・分析，④まとめ・表現 

といった学習過程を軸にしなが 

ら，どのようにカリキュラムを 

デザインしていけば，「子供た 

ちが主体的に学びに参加し，対 

話的な活動（かかわる，比べる， 

参考にする，共有する）を通し 

て，よりよい学びができるのか」， 

「生活科や総合的な学習の時間 

で身に付けた資質・能力を様々 

な場面で生かし，知識や技能の 

より確か定着につなげたり，資 

質・能力を更に向上させてよりよいものを見出したりできるのか」をよく吟味し，「子供が学びの主

役になる単元計画案」を作成していくことにした。 

 加えて，単元計画案の作成にあたり，子供が主体的に活動を進め，対話などの手段を用いながら，

深い学びにつなげるためには，Ⅰ．学習環境づくりの工夫（導入段階における環境づくり，人・も

の・ことを活用した環境づくり），Ⅱ．対話活動の工夫（思考を生み出す場の設定，思考ツールや

ICTを用いた対話），Ⅲ．振り返りの充実（１単位時間，次,単元における振り返り）が大切であると

考えた。以下，その三つの観点に対する具体的な取組を述べる。 

 

  

Ⅰ 
 児童が主体的に学習を進めるために最も大切なことが，「学習が自分にとって必要な学習であるこ

と」と「主体的に解決できるための素材があること」であると考える。 

このようにするためには，次の二つの視点が大切であると考える。 

 

（１）導入段階において児童自らが問題または課題につながりそうな事象に気付くことができる環境

を築くこと 

（２ 

  

以下に，これらに関する具体的な本校の取組を述べる。 

 

（１）導入段階における環境づくりについて 

 生活科では教科書に沿って学習が進められ，総合的な学習の時間においては，本校が定める目標実

現にふさわしい探求課題（下記に示すもの）に沿って学習が進められている。 

 

 

Ⅰ．学習環境づくりの工夫（導入段階における環境づくり,人・もの・ことを活用した環境づくり） 

 

（１）導入段階において児童自らが問題または課題につながりそうな事象に気付くことができ

る環境を築くこと 

（２）人・もの・ことを生かした教材を事前に把握し，それらをどのように活用していくのか

というカリキュラム・デザインをしっかりと立てておくこと 
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その設定された学習内容を児童が主体的に解決し，深い学びにつなげて行くためには，単元の導入

段階において，「児童自らが事象に対する問題や課題に気付くこと」や「気付いた問題や課題に対す

る必要感を高め，自ら進んで解決していけるようにすること」が大切であり，これらは，単元を児童

自らが主体的に進められる「学習の軸になるもの」であると本校では押さえている。 

 これらを実現するために，本校では，導入段階において「比較」をキーワードとした以下の３つの

視点を意識して単元の導入段階を構成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで，本校５年生の実践を紹介する。５年 

生では，「旭川市の魅力をＰＲする学習」を行い， 

その導入として「市区町村魅力度ランキング（右 

図に示す）」というインターネットのサイトを児童 

に示し，旭川市のランキングが昨年度より下がっ 

ているという事実を知らせることで，「旭川市の魅 

力的なところを全国の人々に伝えよう」という単 

元の課題を児童自らが掲げ，旭川市に存在する魅力的な施設などを紹介したいという思いが児童から

自然と湧き出るようにした。このように単元の導入において，「比較」を通して児童の学習に対する

意欲を引き出させるような環境を整えることで，児童が発見した資料から児童自身が問題を見出し，

児童の「少しでも旭川という都市の魅力を多くの人に知ってもらい，問題を解決していこう」という

気持ちが醸成され，主体的に解決しようという態度が見られるようになりました。 

このようにして，「比較」をキーワードにしながら，数値等の違いや児童の考えとの「ずれ」など

≪本校が定める目標実現にふさわしい探求課題≫ 
 

３年生：「○○いっぱい大作戦！」（◎地域・福祉・地域づくり）〔６０時間〕 

→学校周辺に暮らす人々が大切にしている地域づくり【校舎内周辺の地域学習を通して】 
 

４年生：「○○のよさ伝え隊！」（◎環境・食育・まちづくり）〔６０時間〕 

    →旭川市の自然環境を生かした暮らしの工夫【旭川市全域の地域学習を通して】 
 

５年生：「目指せ！○○！ＰＲ隊！」（◎まちづくり・観光・国際理解・福祉）〔６０時間〕 

    →旭川市の歴史や産業・観光とそれを生かした町づくり【旭川市のまちづくりをテーマにした学習を通して】 
 

６年生：「明日の私に向かって」（◎キャリア）〔６０時間〕 

    →旭川市の実社会で働く人々の姿と自己の将来【旭川市から学ぶキャリア教育をテーマにした学習を通して】 

 

※本校では，総合的な学習の時間の配当字数のうち，６０時間を上記の探求課題に，１０時間をプ

ログラミング学習に当てられている。 

①体験活動（表現活動）から「比較」をもとに問題を見出し，課題を設定する。 

【例】体験活動（表現活動）Ａと体験活動（表現活動）Ｂとを比較し，問題を見出す。 

    体験活動（表現活動）Ａと自分の経験や考え・思いを比較し，問題を見出す。 など 
 

※体験活動や表現活動から児童の思いや願いが生まれることが多いことから，本校の生活科で

は，この視点を大切にしながら単元の導入段階が構成されている場合が多い。 
 

②資料（動画を含む）やグラフを用いた「比較」を通して問題を見出し，課題を設定する。 

【例】資料Ａと資料Ｂとを比較し，問題を見出す。 

    資料Ａと自分の経験や考え・思いを比較し，問題を見出す。  

グラフの推移を比べて（予測して），問題を見出す。   など 
 

③調査・観察した情報から「比較」をもとに問題を見出し，課題を設定する。 

【例】アンケート結果や調査結果などを比較し，その違いや変化の様子から問題を見出す。 

アンケート結果や調査結果と自分の経験や考え・思いとを比較し，問題を見出す。など 

    アンケート結果や調査結果と自分の経験や考え・思いを比較し，問題を見出す。  

など 
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が感じられるような環境づくりに力を入れることで，児童自らが問題や課題を見出し，主体的に活動

できるようになる。これこそが，学習の導入に求める児童の姿であり，このような学習過程を全ての

学年が意識的に作成することにより，どの学年においても学習のよりよいスタートがきれるようにな

ると考えている。 

 

（２）人・もの・ことを活用した環境づくりについて 

導入段階で問題・課題の設定後には，インタビューやアンケート調査，資料などを活用した調べ活

動など，問題・課題の解決に向けて数多くの情報収集の活動が行われることが多い。 

加えて，この情報収集活動においては，事前に「どうしたいのか？」などを児童に尋ねた上で，

「課題を解決するために，アンケートをとったり，インタビューをしたりしたい。」などの児童の発

言に応えて自覚的に情報を収集する場合と，体験活動をする中で，「これは解決に向けて必要な情報

だ。」と，無自覚のうちに情報を収集する場合がある。 

また，生活科においては，無自覚的な情報の収集から事象の変化に気付いて新たな課題が生まれた

り，「こんな風にしたらできるかも」などの課題解決に向けた情報収集活動が行われたりすることが

考えられる。 

このようなことから，本    ≪第６学年における「人・もの・こと」と体験活動を示したもの≫ 

校では，情報収集の時間を 

問題・課題の解決に向けた 

情報を見付けて集める時間 

だけでなく，新たな問題・ 

課題を見付ける時間【これ 

を本校では「見付ける活動 

（資質・能力：情報活用能 

力）」としている】として 

位置づけ，これらを行うた 

めには，調査や観察，実験 

など，多くの体験活動を要 

することから，「人・もの・ 

ことを活用できる環境づく 

り」を重視し，「本校における情報収集の方法」を基にしながら，右図のような形で単元における

「人・もの・こと」を整理し，必要としている情報がしっかりと収集できるような環境づくりに努め

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪大有小学校における【見付ける活動】で行われている活動≫ 

①アンケート調査やフリップボードで情報を収集する。 

②インタビューを用いて情報を収集する。 

【街頭インタビュー，個人インタビュー，リモートインタビューなど】 

③電話やＦＡＸ，メール，手紙で情報を収集する。 

④図書館・図書室やインターネットで情報を収集する。 

⑤イベント，講演会，リモート講演会などに参加して情報を収集する。 

⑥体験活動などを自分たちで企画して，情報を収集する。 



Ⅱ－5ｐ 

 

 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の具体的な内容について，中央教育審議会答申

において示された三つの視点に立った授業改善の定義の中で「対話的な学び」は次のように定義され

ている。 

 

 

 

これは，本校の研究主題である「関わり合う」の定義にもある通り，他者との協働や対話など他者

との関わり【これを本校では「比べる活動（資質・能力：コミュニケーション力）」としている】を

通して，自己の考えに広がりや深まりが生まれ，児童一人一人のよりよい資質・能力の向上につなが

る学びにおいて大切な要素の一つである。 

そこで，上記のことから，小学校学習指導要領に示された具体的な子供たちの姿を受けて，本校に

おける生活科・総合的な学習の時間での対話活動のねらいを次のように設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．対話活動の工夫（思考を生み出す場の設定，思考ツールや ICT を用いた対話） 

 

 子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ，

自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているかという視点。 

①低学年（生活科） 

…課題解決に向けて，自らの考えをもち，体験活動などを通して，他者と 

協働したり，考えを伝え合ったりしながら，自己の学びを深め，よりよい生

活に向けて思いや願いを実現することができる。 

 

 

 

 

 

 

本校の対話活動【比べる活動】のねらい 

 

 

「小学校学習指導要領 生活科 第５章 第４節 学習指導」から 

主体的・対話的で深い学びからの授業改善の視点に基づいて，生活科の学習指導は，これまで

と同様に，児童の思いや願いを実現する体験活動を充実させるとともに，表現活動を工夫し，

体験活動と表現活動とが豊かに行きつ戻りつする相互作用を意識し，以下の点に留

意して進めていくようにする。 

                     

第２に，対話的な学びの視点による指導である。生活科では，身の回りの様々な人々

と関わりながら活動に取り組んだり，伝え合ったり交流したりすることを大切に

したりするようにする。伝え合い交流する中で，一人一人の発見が共有され，そのことをき

っかけとして新たな気付きが生まれたり，関係が明らかになったりすることを踏まえ，他者との

協働や伝え合い交流する活動により，児童の学びを質的に高めるようにする。また，双方向性の

ある活動が行われ，対象と直接関わり，対象とのやり取りをする中で，感じ，考え，気付くなど

して対話的な学びが豊かに展開されるようにする。   

… 

本校の対話活動のねらいの土台となるもの 



Ⅱ－6ｐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②中学年・高学年（総合的な学習の時間） 

…課題解決に向けて，自らの考えをもち，他者との協同的な学びや 

外界との相互作用を通して，自らの考えや思いを伝え合って情報 

としての知識や技能の構造化を図ったり，他者の話を聞いて情報 

収集の機能や構造化の質を高めたりしながら，自らの学びを広が 

りや深まり，一人一人の学びを質の向上を実現することができる。 

 

 

 
 

「小学校学習指導要領 総合的な学習の時間 第７章 第２節  

探究的な学習の過程における「主体的・対話的で深い学び」」から 

「対話的な学び」とは，他者との協働や外界との相互作用を通じて，自らの考えを

広げ深めるような学びである。以前より，総合的な学習の時間では，他者ともに探究的

な学習に取り組むことを大切にしてきたように，探究的な学習の過程を質的に高めていく

ためには，引き続き異なる多様な他者と力を合わせて課題の解決に向かうことが欠

かせない。ここで行われる異なる多様な他者と対話することには，次の三つの価値が考え

られる。一つは，他者への説明による情報としての知識や技能の構造化である。 児

童は身に付けた知識や技能を使って相手に説明して話すことで，つながりのある構造化さ

れた情報へと変容させていく。二つは，他者からの多様な情報収集である。多様な情報

が他者から供給されることで，構造化は質的に高まるものと考えられる。三つは，他者と

ともに新たな知を創造する場の構築と課題解決に向けた行動化への期待などであ

る。実際の授業場面では，情報の質と量，再構成の方法等に配慮して具体的な学習活動や学

習形態，学習環境として用意する必要がある。例えば，「考えるための技法」を意識的に

使っていくことなどは，対話的な学びを確かに実現していくものと期待できる。

なぜなら，情報が「可視化」され「操作化」されることで，児童が自ら学び共に

学ぶ姿が具現化されるからである。こうした授業改善の工夫により，思考を広げ深め，

新たな知を創造する児童 の姿が生まれると考えられる。   

一方で，協働的な学習はグループとして結果を出すことが目的ではなく，その過程を通

じて，一人一人がどのような資質・能力を身に付けるかということが重要である。

グループとして考えるだけでなく，一人一人が学習の見通しをもったり，振り返ったりする

ことが求められる。 なお，「対話的な学び」は，学校内において他の児童と活動を共にする

ということだけではなく，一人でじっくりと自己の中で対話すること，先人の考えなどと文

献で対話すること，離れた場所を ICT 機器などでつないで対話することなど，様々な対話

の姿が考えられる。 

 

本校の対話活動のねらいの土台となるもの 
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この対話活動【比べる活動】を実現させるために，本校では，次の二つの視点が大切であると考え

る。 

 

（１）導入段階において児童自らが問題または課題につながりそうな事象に気付くことができる環境

を築くこと 

（２ 

  

以下に，これらに関する具体的な本校の取組を述べる。 

 

（１）思考を生み出す場の設定について 

 それぞれの子どもたちが考えた思考を交流させるには、そのための場とそれを効果的に行うタイミ

ングを適切に設定することが必要です。 

話合い活動の形態には，ペアやグループなどの人数の違いや，立ち歩きによる自由な話合い，班単位

や学級全体での話合いなど，様々なものがある。 

対話活動を行う場面については，ねらいに応じて，児童の思考を見取った上で，思考の状態に合った

形態で，教師が授業の中で意図的に仕組んでいくことが大切である。このことにより，「そうか，そう

いう考えもあるね。」や，「こう考えれば，より納得できる。」などと，深い学びにつながる児童の思

考の広がりや深まりが期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，よりよい対話を実現させるためには，授業の各場面の児童の様子を見取りながら，適切なタイ

ミングで，視点を明確にした活動を設定することが重要である。 

児童が対話活動を行いたいと思う状況には，主に次の３つが考えられる。 

 

 

 

 

 

（１）対話場面において，思考を生み出す場を明確に設定し，児童自らが対話によって互いの

考えのよさや自分に足りないことなどに気付けるようにすること 

（２）思考ツールや ICTを用いた対話活動を展開し，対話によって得られた情報を整理・分析

することができるようにすること 

 

１ 課題解決に向けた考えが，まったく思い浮かばないとき 

２ 課題解決に向けて考えたことが，一人一人違うとき 

３ 課題解決に向けて考えたことは同じだが，根拠が一人一人違うとき 

【隣同士での対話】  個々の考えがしっかりともてている児童が多いときや児童の活動がある

一定程度進んでいるときに，自分の考えや活動を確認・修正したり，全体で

の発表前にワンクッション置く段階を設定したりした方がよいときに設け

る。 

【班単位での対話】  班の中で考えをもてている児童とそうでない児童がいたときや，班の中

で多くの考えや意見が出され，対話をすることによってどの班の学習が深

まったり広がったりしそうだと予想されるときに，自分の考えや意見を他

者に伝えたり，他者から聞いた考えや意見を自分の中に取り入れ，その考え

を自らが説明できる確かなものにする目的で設ける。 

【立ち歩きでの対話】 説得力のある考えを見出している児童が少なかったり一つの班に集中し

ていたりしたときに，または，学級の中において多数の考えが見出されてい

て，それらを幅広く紹介していきたいときに，考えを他の児童に広げていく

目的で設ける。 

【学級全体での対話】 学級全体で考えをもてている児童が少ないときや，学級全体に多くの種

類の考えがそれらを学級全体で共有したいとき，または，多くの考えからよ

りよい考えを見出したいときに，学級全体で考えを広げたり深めたりする

目的で設ける。 

≪児童の思考の状態に合わせた対話の形式≫ 
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１の場合は，他の人の考えを聞いて，「なるほど！」「そういうことを書けばよかったのか。」な

ど，他者の考えから書き方や書く内容を理解することができる。しかし，「いつも誰かの真似をし

て書けばよい。」と考えるなど，児童一人一人が資質・能力を身に付けられないことも予想され

る。 

２及び３の場合は，「自分で考えたことが不安だったけど，みんなも同じようなことを考えていて安心

した！」と自己肯定感を高めたり，「なるほど，それもあるかも…。」と自分とは違う他者の考えを聞

いて自分の考えを広げたり，「だいたいの考えは同じだが，根拠が分かりやすい。」のように自分の考

えを修正したり深めたりすることができる。 

つまり，２及び３のように，まずは一人一人が自分の考えをもつことで，そこから対話が生み出

されていくことが理解できる。自分の考えをもつことにより，自分には無かった新たな考えを取

り入れて思考を広げたり，自分の意見や理由などを修正・肉付けして思考を深めたりする過程を

通して，深い学びが可能になると考える。 

本校では，２及び３のように，児童一人一人が自分の考えをもって対話活動に向かうことを大切に

している。教師から一方的に対話活動を指示するの 

ではなく，「みんなの考えを聞きたい。」「みんなで 

話し合いたい。」などと強く願う児童の姿を授業の 

中で引き出し，主体的に課題解決へ向かうための対 

話活動を構築できるようにしていく。 

 

（２）思考ツールや ICTを用いた対話活動について 

対話活動【比べる活動】をより効果的に進めるためには，上記の場の設定に加えて，互いの考えの

共通点や相違点を把握したり，互いの考えを整理・分類したり関連付けたりして深めていくことが必

要である。 

小学校学習指導要領においては，これを「考えるための技法」とし，その活用の意義を次のように

まとめている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重視する対話  

  

 児童の主体性を伴った対話 

総合的な学習の時間において，「考えるための技法」を活用することの意義については，大き

く三つの点が考えられる。   

 一つ目は，探究の過程のうち特に「情報の整理・分析」の過程における

思考力，判断力，表現力等を育てるという意義である。情報の整理・分析に

おいては，集まった情報をどのように処理するかという工夫が必要になる。「考える

ための技法」は，こうした分析や工夫を助けるためのものである。  

 二つ目は，協働的な学習を充実させるという意義である。「考えるための

技法」を使って情報を整理，分析したものを黒板や紙などに書くことによ

って，可視化され児童間で共有して考えることができるようになる。  

 三つ目は，総合的な学習の時間が，各教科等を越えた全ての学習の基盤とな

る 資質・能力を育成すると同時に，各教科等で学んだ資質・能力を実際

の問題解決に活用したりするという特質を生かすという意義である。 
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また，思考力，判断力，表現力等に係る「考えるための技法」につながるものの中で，概ね小学校

段階で活用できると考えられるものの例を次のように挙げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして，さらに「これらの「考えるための技法」により思考が深まる中で，児童は，例

えば複数の軸で順序付け，比較，     

分類ができるようになったり，

より多様な関連や様々な性質に

着目できるようになったり，対

象がもつ本質的な共通点や固有

の性質に気付いたりできるよう

になる。」とも述べている。 

この思考を深める上で非常に大切

である「考えるための技法」を指導

する際のよりよい手段として，本校

では，思考ツールや ICTを活用して

いる。 

「思考ツール」とは，紙の上など

で思考を可視化することで，いわば

道具のように「考えるための技法」

を意図的に使えるようにするための

ものであり，右図のように様々なも

のがある。そして，「多面的に見る」

「分類する」「理由付ける」「構造化

する」「比較する」「関連付ける」「順

序付ける」などの目的に応じて適切

な思考ツールが活用され，対話の有

効な手段として活用されている。 

○ 順序付ける → 複数の対象について，ある視点や条件に沿って対象を並び替える。 

○ 比較する → 複数の対象について，ある視点から共通点や相違点を明らかにする。 

○ 分類する → 複数の対象について，ある視点から共通点のあるもの同士をまとめる。 

○ 関連付ける → 複数の対象がどのような関係にあるかを見付ける。  

ある対象に関係するものを見付けて増やしていく。 

○ 多面的に見る・多角的に見る → 対象のもつ複数の性質に着目したり，対象を異なる複数 

の角度から捉えたりする。  

○ 理由付ける（原因や根拠を見付ける）→ 対象の理由や原因，根拠を見付けたり予想したり 

する。 

○ 見通す（結果を予想する） → 見通しを立てる。物事の結果を予想する。  

○ 具体化する（個別化する，分解する） → 対象に関する上位概念・規則に当てはまる具体 

例を挙げたり，対象を構成する下位概念や要素 

に分けたりする。  

○ 抽象化する（一般化する，統合する） → 対象に関する上位概念や法則を挙げたり，複数 

の対象を一つにまとめたりする。  

○ 構造化する → 考えを構造的（網構造・層構造など）に整理する。 

≪ロイロノート・スクール「シンキングツールを学ぶ」による思考スキルとその種類≫ 



Ⅱ－10ｐ 

 また，ＩＣＴの中にある様々なアプリ（Googleアプリ）や機能を活用して，対話活動が行われて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右の図は６年生によるキャ    

リア教育をテーマにした実践

の一部である。 

ここでは，ICTのアプリ

「Google Jamboard」の

背景に思考ツールである「く

ま手チャート」を用い，「仕

事をしている大人にきいてみ

たいこと」を児童一人一人が

考え，質問の項目から大まか

に５つの種類に分類し，整理

した。子供たちは，「この考

えは，これと同じでいいか

な？」「これとこれは似てい

るね。だから，一緒にまとめ

ておこう。」「この質問は，残

しておいた方がいいわ。」な

どと会話をしながら，ＩＣＴ上で主体的に分類・整理をしていた。ここでは，一人一人の付箋の色を

分け，誰がどんな考えをもっているのかが明確に分かるようにした。また，オレンジの付箋は，互い

の意見を出し合った後で対話活動により決定した「グループで必ず行う質問」である。 

このように子供自らが ICTを通して分類したことで，「みんなが聞いてみたいことはどんなこと

か。」「どのような質問が自分たちが求めている質問なのか。」などが可視化され，その後の講師との

関わりにおいても，このシートを基にしながら，たくさんの情報を集めることができた。 

右の写真とワークシートの写真は， 

１年生の生活科における iPadのマーク

アップ機能を使ったアサガオの観察の

実践である。左の写真の上からペンで

輪郭や模様などをなぞり，それを見な

がら，右の観察カードに絵と文で観察

の記録を行っていくという学習内容で

ある。写真を見て観察を行うことで視

覚的に入ってくる情報量が制限され，

しかも，ペンで輪郭などをはっきりさ

せてから観察を行うことで，描く内容

や観察する視点が明確になり，児童一

人一人が進んで観察を行う姿が見られ

た。この機能を用いることで，「その学

習で何をすればよいのか。」「どこをど

 

・Google Jamboard（ホワイトボードアプリ） 

・Googleスプレッドシート（表計算アプリ） 

・Google Classroom（学習管理アプリ）の課題作成機能，資料配付機能，質問機能など 

・Google フォーム（アンケートや問い合わせなどに活用できるアプリ） 

・Keynote（プレゼンテーションアプリ） 

・マークアップ機能（写真に撮ったものの上からペン書きができる iPad の機能） など 

本校で活用されている様々なアプリ・機能 

≪６年生のキャリア教育をテーマにした Google Jamboard を用いた実践≫ 

≪１年生の iPadのマークアップ機能を用いた生活科の観察の実践≫ 

写真における実物の輪郭などをペンでは

っきりとさせられるマークアップ機能！ 
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のように見て観察すればよいのか。」などが，児童に分かりやすく提示できるようになっただけでな

く，一人一人の見る視点がはっきりしたことで，その後の交流などにおいても「私のは，ここがこん

な風になっていたよ。」「僕の観察したアサガオの実にもこんな模様がついていたよ。」などと発言が

見られ，活発な対話活動を展開することができた。 

本校では，これらの手段を児童の実態や学習内容などに合わせて用いることで，児童が主体的に情

報の収集や共有，整理や分類などを行う様子がどの学年でも見られるようになった。 

このような対話活動を継続することにより，児童一人一人の資質・能力に広がりや深まりが自然を

生まれ，これまで以上に充実した学習活動を展開できるようになると考える。 

 

 

 

 新学習指導要領総則では中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校

の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」（平成２８年１２月）を受けて，授業改善の視点

「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ・ラーニングの視点）について，その趣旨と活動の方向性が

示されている。同答申では，「主体的な学び」について次のように説明している。 

学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，見通しを持っ

て粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる（学び） 

  「主体的な学び」とは，学習者としての子供自身が自らの学びをコントロールできることと捉える。

自分事として捉えた課題を，自分の力で解決し，その過程と成果を自覚する。これを繰り返すことで，

子供は自分自身の力で学びをコントロールすることができる。従って，「主体的な学び」については特

に，授業の導入における「課題設定」と「見通し」，終末における「振り返り」に意識を向けさせたい。 

  例えば，子供の姿として，次の具体を見出すことができる。 

①興味や関心をもっていること。 

②学習の見通しをもっていること。 

③粘り強く取り組んでいること。 

④自分の学びの質や自己の変容を自覚できるような振り返りができること。 

 ここでは特に，本校の研究と照らして，④について述べる。 

 

（１）学習したことを振り返って，自分の学びの質や自己の変容などを自覚するということ 

  本校では，子供たちが生活科や総合的な学習の時間の単元や各次の学習を通して，身に付いた力を

実感し，学びに向かう力を高めるため，学習内容や自己の成長を振り返る場面を，単元や次の終末な

どに意図的に設定することとした。「どのような資質・能力が身に付いたのか」「どのようなことが自

己の学びになったのか」などを，子供たち自身が認識する【本校ではこれを「実感する活動（資質・

能力：自己調整力）」としている】ことにより，次の学習や他の学習への意欲を高めることができると

考えたのである。 

 単元全体や各次の終末における「振り返り」は，自らの学びの意味付けをしたり，価値付けたり

学んできた知識と知識を関連付けたり，既習の知識と結び付けたり，知識を新たな場面や状況とつ

なげて活用したりと自己が身に付けた知識・技能を確認し，自己を新たなステップへと更に変容さ

せていくために非常に大切なことである。 

そのため，単元全体や各次の終末における「振り返り」については大変重要な役割をもつ。 

田村学は，「振り返り」について大きく三つの機能を述べている。 

Ⅲ．振り返りの充実（１単位時間，次,単元における振り返り） 
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  学習内容の確認はもちろん大切であるが，学習内容を関連付けたり一般化したりすることで学びの

価値を実感することができる。また，自己変容に

気付くことは学びの手応えをつかむことでもあ

る。実感や手応えなどのポジティブな感情は次

の学習の意欲を生み出す重要な感覚であり，そ

うした感覚や感情を繰り返し獲得することが，

自ら学び続ける意志をもった子供の育成につな

がるはずである。 

  学習者である子供たち一人一人が，どのような 

知識・技能が身に付いたのか，それらを基にどの

ようなことを考えたのかなどについて，学習の

前と後で学んだことのよさや自分の成長に気付

かせることで，主体的に学ぶ子供の姿につなげ

ていきたい。 

  学習することを見通し，学習したことを振り

返ることによって，子供は「私たちは何を学べた

のか」「どのように成長したのか」「何をしたから調べることができたのか」「それでもなお，分からな

かったことは何か」などをつかむことができる。こうした「知識・技能」や「学びの価値の自覚」が，

次の学習に向けてさらに問い続ける姿勢，すなわち学びに向かう力を鍛えることにつながるのである。 

  また，本校では，学習の目的に合わせ，下のような振り返りの観点を提示し，児童が主体的に選択

して振り返りを行うようにしている。（具体的な振り返りの観点は以下の通りである。） 
 

＜生活科・総合的な学習の時間における振り返りの観点と項目の例＞ 

①達成      ～できるようになったこと 

②事実や価値の発見～分かったこと，明らかになったこと 

③対話の成果   ～友達の考えや表現のよさ， 

友達と協力して取り組んだことのよさ 

④自己変容    ～自分の考えが変わったこと 

⑤学習の意欲   ～これから考えたり， 

表現したりしてみたいこと 

 

 １単位時間の振り返りにおいて，本校では，振り返りの観点① 

と②をベースにしながら，他者との関わりの中で身に付けた力（観点③）や他者との関わりなどを通し

て変容した自分の考え方（観点④）などを可能な限り加えていくとともに，学習の内容によっては，今

後に向けた振り返り（観点⑤）なども必要に応じて加えながら「学びにあった振り返り」をさせられる

＜振り返り２＞ 

【学びの価値の自覚】 

●自己の学習活動（内容・プロセス）を振り返る 

●自己評価 

 

次時への学習意欲の向上 

＜振り返り１＞ 

【知識・技能の習得】 

●学習内容を一般化する。 

●学習内容を確認する。 

 

学習内容を明確化した課題に対する振り返り 

学習のまとめ

を含む 

①学習内容を確認する振り返り， 

②学習内容を現在や過去の学習内容と関係付けたり，一般化したりする振り返り， 

③学習内容を自らとつなげ自己変容を自覚する振り返りである。 

「深い学び」 

著者：田村学より 
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ように支援することで，児童一人一人がどのような思考をして，どのような過程で理解することができ

たのかなど，それぞれの児童の学習状況を児童自らも教師も確認することができ，「今回の学習で友達

の意見と比較して考えてみよう」など，自らの学びを自分で深めるといった資質・能力の向上を図るこ

とができると考える。 

 また，各次や単元を通した振り返りにおいては，振り返りの観点①，②，③，④をベースにしながら，

「身に付けた力は，これから，他教科・他領域のどんなことに生かせそうか。」「身に付けた力はどのよ

うなことに役立ちそうか。」などという視点（観点⑤の中に含めている）でも可能な限り考えられるよう

にしている。 

そうすることで，子供たちが生活科や総合的な学習の時間で身に付けた力が，生活科・総合的な学習

の時間の中だけで活用されるのではなく，他教科・他領域や日常生活の中で活用できる生きた力となり，

身に付けた資質・能力を生かせる場が増えれば増えるほど，児童一人一人の資質・能力が更に定着・向

上していくと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように振り返りにおいてもその質を向上させることで，学びそのものに深まりや広がりが生まれ，

「深い学び」の獲得につなげられるようになると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－６ 付けた力が他教科・他領域で使えることを実感させる「振り返り」 

他教科・他領域や 

日常生活で 

使ってみる 
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１．教科間のつながりを捉えた指導の工夫  

 生活科・総合的な学習の時間の学びで身に付けた資質・能力が，他教科・他領域や日常生活の中でど

のように生かせるのかを，子供たち自身が実感することで，子供たちは学びの有用感を得ることができ

る。学びの有用感を得た子供たちは，次の学びやその次の次の学びに向けて，自ら進んで課題を発見し，

課題解決に向けて更に学びを広げ，自らの資質・能力を高めていく。 

つまり，生活科・総合的な学習の時間の学びで獲得した資質・能力を生活科・総合的な学習の時間だ

けで終わらせるのではなく，他教科・他領域や日常生活の場で「学習したことが役に立った」「総合的な

学習の時間でやったことを使って，○○することができた。」などと実感させることが大切なのである。

そのために，生活科・総合的な学習の時間で培うべき資質・能力を根幹として，教育活動全体で培う資

質・能力との接点を整理し，他教科・他領域との関連を図った合科的・関連的な指導を行っていくこと

が必要である。 

 

 

 
 

（１）身に付けさせたい力について他教科・他領域との関連を明らかにする 
 生活科・総合的な学習の時間の学びにおいて，子供たちに身に付けさせたい力を明らかにし，単元を

通して確実に指導をしていくことは，とても重要なことである。 

 しかし，身に付けた力をどこでどのように生かすのかが明確に示されていなければ，子供たちの学び

の有用感は生活科・総合的な学習の

時間だけしか活用できないものにな

ってしまう。 

本校では，カリキュラム・マネジ

メントの視点から，右のように身に

付けた力がどこでどのように生かさ

れるのかという他教科・他領域との

つながりを明らかにすることで，子

供が生活科・総合的な学習の時間で

身に付けた力を様々な場面で活用し

ようと努力し，より主体的に他者と

関わりながら活動できるようになる

と考える。 

 右に記載した６年生の年間指導計

画表では，国語科や総合的な学習の

時間で身に付いた資質・能力を卒業

 

１．教科間のつながりを捉えた指導の工夫 

  ・教科等横断的なカリキュラム・マネジメントの工夫 

 

 

・学ぶ喜びを実感し，実生活の場で活用できる子ども 

 

 

≪ 研究内容２ ≫ 

生活科・総合的な学習の時間と他教科・他領域とを関連させた

指導の工夫 

 

Ⅰ．教科等横断的なカリキュラムマネジメントの工夫 
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式のスピーチで活用しようという計画がなされている。 

このように年間を通して，「身に付けさせたい力」と「学びで獲得した力の活用の場」について具体的

に表し，生活科・総合的な学習の時間の学習と他教科・他領域との学びのつながりを大切にしながら学

習を進めることで，身に付けた資質・能力を活用する場が多くなり，活用する毎にその資質・能力を更

に向上させていくことができる。 

そして，その結果として，児童自らが様々な学習において「○○の学習で身に付けた力がこの教科・

単元でも生かせそう。」などというように他教科・他領域との学びのつながりを意識して学習を進めた

り，「この学習では，更にこんなことをしていけば，より自分の思いを実現できることが分かった。」な

どというように自らの力の高まりを感じたりと，子供自らが主体的に，そして他者と関わりながら自ら

の学びを広げ深めたり，資質・能力を高めたりできるようになると考える。  
  

 

まとめ 

 

自分たちの力で問題や課題を発見し，自らの学びに必要感や有用感を感じながら解決していく姿こそ

が，「主体的に学び」となっていく。さらに，他者と協力し，力を合わせたからこそ課題解決できたとい

う実感が「対話的な学び」へとつながっていく。 

そして，教科・領域での学びで身に付けた力を子供自らが実感し，それを他教科・他領域や日常生活

の様々な場とつなげて考えたり，使ってみたりすることにより，身に付けた力の質が高められていく。

これこそが，「深い学び」となる。 

まだ実践半ばではあるが，これらの課程を続け，本校の子供たちの主体的・対話的で深い学びを実現

に向けて，研究内容１・２を大有小学校の教職員全員で実践していきたいと考える。 
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東洋館出版社，2018年 
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文部科学省『新しい学習指導要領の考え方～中央教育審議会における議論から改訂そして実施へ～』， 
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「教育課程を軸に学校教育の改善・充実を生み出す『カリキュラム・マネジメント』の実現」 
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旭川市立大有小学校 総合的な学習の時間の全体計画 
 

総合的な学習の時間の目標 

 探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うこと

を通して，よりよく課題を解決し，自己の生き方を考えていくための資

質・能力を次のとおり育成する。 

(1) 探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技 

能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，探究的な学習のよさを 

理解するようにする。 

(2) 実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情 

報を集め，整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする。 

(3) 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさ 

を生かしながら，積極的に社会に参画しようとする態度を養う。 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

かしこく なかよく たくましく 

《目指す子どもの姿》 

 (1) 主体的に学ぶ かしこい子   <知識・技能> 

 (2) 考えて学ぶ 関わり合う子    ＜思考力・判断力・表現力等＞ 

 (3) ねばり強く学ぶ たくましい子 ＜学びに向かう力・人間性等＞ 

  

 

 

 

 

《重点的に育成を目指す資質・能力》 

 （１）情報活用能力        〈知識・技能〉              …見付ける 

 （２）コミュニケーション力   〈思考力・判断力・表現力等〉 …比 べ る 

 （３）自己調整力          〈学びに向かう力・人間性等〉 …実感する 

            
 

本校の総合的な学習の時間の目標 

 探究的な見方・考え方を働かせ，目的意識をもちながら地域（校区・旭川）の人，もの，ことに
関わる横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を解決し，自己の生き方を考え
ていくための資質・能力を次のとおり育成する。 
(1) 探究的な学習の過程において，課題の発見及び課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け，地域の
特徴やよさなど課題に関わる概念を形成し，探究的な学習のよさを理解するようにする。   

(2) 身近な社会生活の中から課題を見いだし，課題に関わる具体的な問題を解決する情報を集めて比較・
整理・分析し，活用しながら，探究的に学習をすすめていくことができるようにする。        

(3) 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさや自分の成長を実感しながら，ものの見
方や多様性や関わる人々の思いに気付き，身近な社会や未来と積極的に関わろうとする態度を養う。 

           
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力 
学年 知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 
 
 
３年 
 
 

 

○校地内の地域とかかわるひと・も
の・ことについて理解する。 

○地域の活動が，地域社会の福祉や
改善に関わっていることを理解
する。 

 

○身近な場所での調べ活動を通して，地
域に関する課題を見付ける。 

○課題解決に向けて，解決方法や手順な
どの見通しをもって追究する。 

○課題に沿って地域に関する情報を収
集し，整理・分析し自分にできること
を考える。 

○地域をより良くするために，自
分がどのようにかかわっていく
かを考え，自分のこれまでの生
活を見直し，これからの自分に
生かそうとしている。 

 

 
 
４年 
 
 

 

○旭川市の自然環境の特徴につい
て理解する。 

○旭川市民の住みよい暮らしのた
めの取組や地域産業発展のため
の取組について理解する。 

 

○旭川市の暮らしに影響を与える環境
について課題を見付ける。 

○目的に応じた方法で。効果的・効率的
に情報を集める。 

○課題解決のために必要なことを考え，
旭川市の環境を生かした生活の工夫
について適切に表現できる。 

○旭川市ならではの環境課題解決
の方法を知り，自分たちの住む
旭川市に対する認識をさらに深
めようとしている。 

 

 
 
５年 
 
 
 

 

○旭川市の特色や歴史，観光， 
様々な施設，地域活性化について
理解している。 

○旭川市の魅力を見付けることが
できる。 

 

 

○様々な体験を通して，多様な見方，考
え方をし，自分の課題を解決する。 

○課題解決に向けて，適切なまとめ・表
現をしている。 

○旭川市の魅力を見付けるための視点
を設定し，それに関する情報を集めな
がら，旭川市活性化のための手立てを
考えて発信できる。 

○活動を通して，旭川の魅力に対
する認識を深めるとともに，旭
川市に対する愛着を深めようと
している。 

 

 

 
 
６年 

 

 

○旭川市で働く人との関わりを通
して，働くことの意味と働きがい
について知るとともに，自己の将
来を展望する。 

 

 

 

○働く人や友達から得た情報を整理し，
比べたり，関連付けたりしながら，働
くことの意味や働きかけについて考
えを深めることができる。 

○働く人の姿と自分を結び付けて考え
ることで，「なりたい自分」を思い描
くことができる。 

○自分も社会で生活する一員と 
して問題と向き合ったり，社会
で生活することのよさを再確認
したりしようとしている。 

○自分の将来を展望し，「なりた 
い自分」を思い描くとともに，希
望をもって未来へ進もうとして
いる。 

 
 
 
 

学年 探究課題とテーマ 主な学習内容 
 
３年 

 

学校周辺に暮らす人々が大切にして
いる地域づくり 
 (◎地域，・福祉，・地域づくり) 
     ★校区周辺の地域学習 

○校区の環境散策を通して地域とのつながりを見付ける 
○学校と地域とのつながりを考える 
○学校や地域をよくするために自分ができることの発信 
※プログラミングⅠ(１０時間を含む)  

 
４年 

 

旭川市の自然環境を生かした暮らし
の工夫 
 (◎環境，・食育，・まちづくり) 
      ★旭川市全域の地域学習 

○旭川市と身近な環境との関係 
○身近な環境を広く知り，そのよさを考える 
○身近な環境とともに暮らす生活の工夫やよさを提案する 
※プログラミングⅡ(１０時間を含む)  

 
５年 

旭川市の歴史や産業・観光とそれを
生かした町づくり 
(◎まちづくり，・観光，・国際理解・福祉)  
     ★旭川市のまちづくり 

○旭川市の魅力を見付ける 
○旭川市の魅力と関係する人々について広く探究する 
○旭川市の魅力を基にまちの活性化について提案する 
※プログラミングⅢ(１０時間を含む) 

 
６年 

 

旭川市の実社会で働く人々の姿と自
己の将来 
 (◎キャリア) 
      ★旭川から学ぶキャリア 

○旭川市で働く人と出会い単元の課題を設定する 
○旭川市で働く人が大切にしている考えや生き方を考える 
○自分が将来大切にしたいことについて深く考察する 
※プログラミングⅢ(１０時間を含む) 

【児童の実態】 

○授業の分かりやすさ
やうれしさを感じな
がら学習に取り組む 

  態度が育っている。 
○友達と協力しながら
行事や係の仕事の取
り組んでいる。 

○地域や社会，世界の 
ことに関心を持って
いる割合が高い。 

△分からないことを工
夫して調べようとす
る意識や態度が十分
に育っていない。 

 
【地域の実態】 
○旭川市の西北部に位
置し，自然環境・文
化・教育環境，経済
環境などが取り巻い
ている。 

○近年道路拡張や商店
街の新設，住宅地化 
が進んでいる。 

 
【学校の特色】 
○道教委の学校力向上
実践指定校としてチ
ームで学校課題解決
や人材育成に取り組
み，落ち着いた学習 
環境とともに学力・ 
体力が向上している 

 
【保護者・地域の願い】 
○善悪の判断，正直・ 
誠実，希望と勇気， 
努力と強い意識や態 
度などの自分自身に 
関することを育んで
ほしい。 

<指導の重点>  
◆実体験を充実させた 
 各学年１単元の大単 
元を構想 

◆探究のプロセスを重 
視した課題の連続発 
展 

◆実社会との関わりを 
実感させる工夫 

◆児童自ら行う活動時 
間の充実 

◆活動や価値観の多様 
 性 
◆熟考と振り返り活動 
の充実による学びの 
俯瞰 

◆学びの文脈の重視と 
課題に関する概念の 
形成 

◆地域のひと・もの・ 
ことを活用した関係 
機関等との連携 

≪生活科での学び≫ 
・社会や自然との関わ 
り，身近な人々との関
わりについて考える
こと。 

・自分の生活や成長に 
ついて考えること。 

・自然の素晴らしさや 
それらを工夫して遊 
ぶことの楽しさを知 
ること 

・思いや願いを素直に 
 表現すること。 

≪他教科で身に付けた資質・能力≫ 
国語 
・自分の考えが伝わるよう
に表現を工夫する力 

 
社会 
・適切に資料から情報を収
集・活用し社会的事象と
関連付けて考察する力 

 
算数 
・事象を数理的に捉え生活
に生かそうとする態度 
・データを活用する力 
 
理科 
・身近な自然に直接かかわ
り，科学的な見方をする力 

 
道徳 
・自己を見つめ，物事を多
面的・多角的に考える力 
・よりよく生きるための道徳
的実践力 

 
家庭 
・日本の伝統的な食文化の
理科と栄養の知識 

 
音楽 
・日本と諸外国の音楽や楽
器等の文化に親しむ態度 

 
図画・工作 
・楽しく豊かな生活を創造し
ようとする態度 

 
体育 
・生活習慣の大切さを理解
し，自己の生活を見直す
力 

 
外国語 
・他国の文化への理解を深
め，相手に配慮する態度 

 
外国語活動 
・他者とコミュニケーションを
図ろうとする態度 

 
特別活動 
・身近な事柄から課題を見
出す力。 
・多様な他者の意見を尊重
しようとする態度。 

【指導方法の工夫】 

 ・児童の課題意識を連続・発展させる指導 

 ・個に応じた指導の工夫 

 ・協同的・対話的な学習活動の充実 

 ・言語活動による体験の意味の自覚化 

 ・各教科等との横断的・関連的な指導の重視 

【指導体制の工夫】 

 ・校内や地域との連絡調整と指導体制の確立 

 ・情報の収集とデータベース化，活用 

 ・地域の教育力や素材の効果的運用と利活用 

 ・ティームティーチングの日常化 

 ・学校施設・ＩＣＴ環境の整備・充実 

【学習の評価の工夫】 

 ・観点別学習状況を把握する評価規準の設定 

 ・自己目標の活用や振り返りの充実による学び  

の価値や概念形成の実感 

 ・指導と評価の一体化 

 ・学期末における指導計画の評価の実施 



旭川市立大有小学校 総合的な学習の時間の基本的な考え方 

 
 １ テーマと学習内容・探究課題について＜何を学ぶか＞ 
  総合的な学習の時間はテーマに関する課題について探究する学びを重視する。本校では，これまで地域や旭川市内の関係機関との連携や地域人材に加え， 
学習活動で培ってきた「ひと・もの・こと」について教育課程に朱書きしながらよりよい学びを目指してきている。 

 テーマ(◎を重点テーマとし，サブテーマは児童の     

興味・関心等の実態に応じて付加する) 

目標を実現するにふさわしい探究課題(学習対象と主な学習内容) 

 

   ３年    

 

 ◎地域 ○福祉 ○地域づくり  

     ・食育 ・国際理解 ・文化 

  学校周辺に暮らす人々が大切にしている地域づくり 

   ４年    

 

 ◎環境 ○食育 ○まちづくり  

     ・防災 ・福祉 ・健康 

 旭川市の自然環境を生かした暮らしの工夫 

 

   ５年    

 

 ◎まちづくり ○福祉 ○観光 ○国際理解 

         ・歴史 ・文化 

 旭川市の歴史や産業・観光とそれを生かした町づくり 

 

   ６年    

 

 ◎キャリア  

     ・地球環境 ・生命  

 旭川市の実社会で働く人々の姿と自己の将来 

 

 

 ２  基本的な単元構成と指導方法について＜どのように学ぶか＞ 

   (1) 基本的な単元構成 
     学習指導要領解説総合的な学習編において，「探究的な学習における児童の学習の姿」として示された一連の学習過程【①課題の設定】【②情報の   

収集】【③整理・分析】【④まとめ・表現】が発展的に繰り返されていくことを重視する。本校としての基本的な単元構成を三次構成で考え，次のよ   
うに知的営みをの構成を工夫する。 

 

次(つぐ)構成 

 

次の考え方 

 

探究の過程 

 

主な学習活動 

 

   １次(見付ける)    

 

 

単元の学習対象と体験や直接

調査等で関わり，テーマに関する

基礎情報を集め，単元の課題を児

童自らが見付け出す 

①課題の設定 

②情報の収集 

③整理・分析 

④まとめ・表現 

①学習対象との直接体験を重視し，児童の興味・関心を十分に高める。 

②課題に沿ってテーマに関わる基礎情報をなるべく多く集める。 

③収集した情報を課題に沿って整理したり分析したりして考える。 

④課題について考えたことをまとめ，これからの学びの方向を決める。 

 

   ２次(比 べ る)    

 

 

単元の学習対象へ課題に沿っ

て見通しをもった関わりを行い，

収集した情報や考え方を比較・分

析して課題について考える 

①課題の設定 

②情報の収集 

③整理・分析 

④まとめ・表現 

①１次の分析やまとめに基づき追究すべき課題設定と見通しを明らかにする。 

②課題解決の視点に沿った多様な方法で課題に関する情報を収集する。 

③収集した情報を課題設定時の仮説に基づいて整理・分析して考察する。 

④課題について分析結果をまとめ，考えを表現し新たな学びを方向付ける。 

 

   ３次(実感する)    

 

 

自分事として地域や社会に対

して関わる考えや表現，発信等の

活動や学びを俯瞰からテーマに

関する概念を形成する 

①課題の設定 

②情報の収集 

③整理・分析 

④まとめ・表現 

①これまでの情報や学びを再構成して新たな課題を設定する。 

②単元末の発信や表現に向けて多様な視点から情報を収集する。 

③集めた情報を自分の視点で整理・分析し，自分の考えを明らかにする。 

④課題に対する自分の考えをまとめ，表現し，自らの学びの俯瞰し振り返る。 

 

   (2) 基本的な指導方法 
     

①課題設定～１次はテーマと関わるための興味・関心を重視した「どのような～」課題を基本とする。２次で収集した情報に基づいて明らかになっ  
た問題点についての意味や解決のための方法を考える「なぜ～」「どうして～」「～のために」などの課題へと更新させる。３次ではこ
れまでの学びを振り返りながら，よりよい生活について考えたり，解決方法を提案したりする「なぜ～」「～を考えよう」「～しよう」
などの課題へと更新させていくような単元構成を基盤にしながら，児童の思考の流れに沿った「自分事の学び」の実現を目指す。 

       
 ②活動の見通し～学びの「プロセスイメージ」と「ゴールイメージ」を具体的にする。学習課題によっては，ゴールイメージは単元の終末の場合も     

あるが，情報収集や探究の額数過程の深まりとともに，だんだんゴールが見えてきたり，新たな課題に更新することではっきりする場合
もある。次のゴールイメージを基本にする。 

        
③情報の収集～課題に応じた多様な方法で効果的・効率的に情報を収集させる。学年の発達段階やカリキュラム・マネジメントに応じた工夫が必要。 

         調査方法としては，アンケート，インタビュー，観察，実験，図書館，インターネット，ＦＡＸ，手紙，電話，メールなどから選択させ 
る。 

     
④知識を相互に関連付ける～課題に沿って収集した情報を整理したり分析したりして思考する活動へ高めていく。具体的な方法としては，カードや     

付箋，グラフ，マップ，図，座標軸，考えるための技法や思考ツールなどを適切に活用する。学年の発達段階に応じて，児童自ら目的に
応じてツールとして使いこなせるようになるとよい。 

        
⑤まとめ・表現～情報を再構成し，自分の考えや新たな課題を自覚する。相手意識や目的意識を明確にする。伝えるための具体的な表現方法を身に     

付けたり，より自分の思いや考えを伝えるための工夫について意識させる。これらのことにより，課題について一層明確になったり，新
たな課題が生まれたり，課題についてじっくり考え直したりすることで，学びの俯瞰を行い，学びの価値や課題に対する概念が明らかと
する。 

 

 ３ 探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力について＜何が身に付いたか＞ 

    大有小学校の「総合的な学習の時間全体計画」に示してあることが，学校として求める資質・能力である。各学年では，これを基に単元を構想する際に 

より具体化を図って実践する。また，何が身に付いたか（評価）が明らかとなるための工夫としては次ような工夫を行う。 

 

＊ポートフォリオを活用した評価の充実      ＊観点別学習状況を把握するための評価規準の具体化   ＊個人内評価の重視 

＊学期末，学年末における指導計画の評価の実施  ＊授業分析による学習指導の評価の重視         ＊教育課程に対する評価の実施 

＊エピソード評価の蓄積             ＊自己評価等「振り返り」活動の充実          ＊活動の見取り方の工夫   など 

 

 

 ４ 指導体制について＜何が必要か＞  

  限られた財産である指導体制(ひと・もの・こと)についても十分活用できるよう，以下の点について工夫していく。 

 

＊校内の連絡調整と指導体制の確立        ＊情報の集積と活用                  ＊地域教育力の効果的運用 

＊ＴＴの日常化(複数教員での指導)        ＊担任外の教職員による支援体制の樹立         ＊ワークショップ研修の重視 

＊学校施設の整備・充実             ＊ＩＣＴ環境の整備と活用 

 



 ５ 留意事項  

   
 (1) プログラミング教育とのかかわり  

   各学年でプログラミング教育として活用できる時間が１０時間ずつ組んである。総合的な学習の時間の中で行う場合は，探究の過程の「学びの文脈」  
の中に位置付け，子どもの思考の流れの中で実施できるように工夫する。 

   旭川市のプログラミング教育対応として「ペッパー」が活用できる時期と時間が限られているため，大単元の中で探究の過程に組み込みにくい場合も  
考えられる。その場合には，サブテーマや過去の実施単元，プログラミング教育ⅠからⅣまでを探究の過程として考え，柔軟に対応する。 

   なお，プログラミング教育は総合的な学習の時間だけで行うものではないため，次の教科等での学習活動との関連的指導も十分に考慮して行う。 
 
≪旭川市立 小学校プログラミング教育の手引きに沿ったプログラミングカリキュラム≫ 
 
 
  
 
  
 
 
  
  
  
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) カリキュラム・マネジメントの工夫  
      大有小学校教育課程の単元間のつながりを重視し，①資質・能力「見付ける・比較する・実感する」，②内容や指導方法，③時数の運用 などについ  

て効果的に関連指導が行えるものを積極的に進める。教育課程に朱書きを加え，実践を通した改善を重視する。 
 
 

 

 ＜重視するキーワード＞ 
 ◇体験重視 ◇多様性の重視 ◇テーマについての探究 ◇実社会とのつながり～人を通じた学び，地域を学ぶ ◇自分の価値としての概念形成  
 ◇学びの俯瞰 ◇考えるための技法の活用 ◇対話と熟考 ◇探究の過程の重視 ◇児童自らの学び ◇学びの文脈 ◇失敗から学ぶ 
 ◇カリキュラム・マネジメント ◇横断的・総合的な学習 ◇幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿 ◇地域を学ぶ ◇地域で学ぶ   
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第Ⅲ章 
 

 

９月研の実践 
【６年 総合的な学習の時間『明日の私に向かって』】 
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第６学年 総合的な学習の時間 学習指導案 
                                     児  童   旭川市立大有小学校 ６年 １組 ３０名          

授業者   教諭 鶴田 庸介 

１  単元名   明日の私に向かって 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２  単元計画図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

≪本単元の探求課題≫ 

 旭川市の実社会で働く人々の姿と自己の将来 

≪児童の実態≫ 
・個々の能力が比較的高い児童が多いが，集団としてのまとまりに課題がある。 

・自分なりの考えをもって学習しようとする児童が多いが，自らの考えに自信がない様子が見られる。 

発言に対しても限られた児童によるものが多く，周囲が発言する積極的に児童を頼りに学習を進めて

いる様子が見られる。 

・自らの将来や先の生活に対して曖昧な考えをもっている児童が多く，「今からこんなことをしていこ

う」など，将来や中学・高校に向けて活動していこうという児童が少ない。 

≪目指す資質・能力≫ 
Ⅰ旭川市で働く人との関わりを中心とした探求的な学習を通して，働くことの意味や意義，働くよさなどに気付き，自己の

将来を展望するとともに探求的な学習のよさを理解する。【知識及び技能】 

Ⅱ働く人や友達から得た情報を比べたり，関連付けたりしながら整理・分析し，働くことの意味や意義，働くよさについて

の考えを深めることができる。【思考力，判断力，表現力の基礎】 

Ⅲ働く人の姿と自分を結び付けて考えることで，「なりたい自分」を思い描くことができる。【思考力，判断力，表現力】 

Ⅳ自分も社会で生活する一員として問題と向き合ったり，社会で生活することのよさを再確認したりしようとしている。 

【学びに向かう力，人間性等】 

Ⅴ自分の将来を展望し，「なりたい自分」を思い描くとともに，希望をもって未来へ進もうとしている。 

【学びに向かう力，人間性等】 

 ≪目指す資質・能力を達成した子の姿≫ 
・○○さんの仕事が世の中で暮らす人の役に立っていることが分かった。私も社会に出たら，○○さんのように□□な気持ちを強くも

って仕事をしてみたい。 

・○○さんは，難しいことや苦しいこともあるけど，その分，やりがいや楽しさもあると教えてくれた。私も○○さんのように働く意

義や楽しさを感じて仕事をしていきたいし，「なりたい自分」になれるように今からできることをやっていきたい。 

・様々な人からたくさんの話を聞くことができて，自分たちでたてた課題が解決できたように思う。これからもより多くの人からたく

さんのことを学び，自分の力を高めていきたい。 

②情報の収集 
収集 

②

①

④

③

②
収集 

①  

④

③
分析 

①
設定 

④

③  

①世の中にはどのような仕事があり，人々はなぜ働くのか。また，その仕事内容や魅力は何か？ 

②実社会で働く人から，仕事の内容やその仕事に出会ったきっかけ・魅力について聞き取り調査を行う。 

→親を含めこれまで関わってくれた様々な人を中心に情報を収集する。 

③②の中で関心をもった仕事内容や話に関する情報を整理・分析する。 

④整理・分析した情報をもとにして，関心のある仕事についてまとめる。 

（新聞・プレゼンテーションなどで発表会を行い，学年内で交流する。） 

①自分たちにとって関心のある仕事の魅力ややりがい，苦労は何だろう？ 

②働く人から，仕事の魅力ややりがい，苦労やそれを乗り越えられたきっかけなどについて調べよう。 

③②で調査した情報から共通点・相違点などを視点としながら整理・分析する。 

④整理・分析した情報をもとにして，自分たちの将来に向けた学びの成果を発信する。 

（新聞・プレゼンテーションなどで用いて，学習発表会で保護者に発表する。） 

 

①自分の未来に向けて，具体的な未来設計図をどのようにしたらよいか？ 

 また，未来のために今からできることはどのようなことか？ 

②自分のよさや親の願いなど調べたり，自分に合いそうな仕事やその内容について調査した

りする。 

③②で調査した情報をもとにしながら，自分が本当にやってみたい仕事を精選し，その仕事

について必要な情報を整理・分析する。 

④整理・分析したことをもとに，将来に向けた自分の目標（学びの成果）を卒業式で発信する。 
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３ 単元の目標 

旭川市や北海道で働く人と関わる活動や自らの将来について想像して「なりたい自分」を見出す活動，学

びで理解したことや学びから感じたことを伝える活動を通して，世の中には様々な職種があり，それぞれに

やりがいや楽しさ，工夫や苦労などがあることを理解するとともに，社会の一員として主体的・協同的に関

わる中で自己に合った生き方を見付け，これからの人生について展望することができる。 

 

４ 単元の評価規準 
次 ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

 

 

１ 

①旭川市や北海道で働く人との

関わりを通して，様々な職業

が存在していることや職業に

就く方法も様々であること，

それぞれの仕事に働く喜びや

やりがいなどのよさがあるこ

とについて理解している。 

②旭川市や北海道で働く人との

関わりを通して，「働く人」に

は，それぞれに仕事に対する

思いや願い，苦労などがある

こと，働くことに対する意義

を意識しながら責任をもって

仕事に取り組んでいることに

ついて理解している。 

③出会った人・もの・こととつな

げながら，自己の将来につい

て展望している。 

①社会の一員として働くこと

に対する自覚から問題を見

いだし，自分で課題を立てて

解決に向けた方法を計画し，

情報を集め，整理・分析して，

旭川市にあるまとめ・表現し

ている。 

②人・もの・こととの関わりか

ら問題を見いだし，自分で課

題を立て，情報を集め，整理・

分析して，働くことの意味や

働きがいについて，相違点や

共通点などの視点を基にま

とめ・表現している。 

③働く人の姿と自分を結び付

ける活動から問題を見いだ

し，自分で課題を立て，情報

を集め，整理・分析して，「な

りたい自分」について，まと

め・表現している。 

①旭川市や北海道で働く人との関

わりを通して，自らの課題を見付

け，自分の思いと照らし合わせな

がら,働くことのよさや必要性に

気付き，これからの探求活動向け

た課題解決に向けて進んで取り

組もうとしている。 

②自分の夢やこれからの生き方に

ついて, 働く人の思いや願い，苦

労や工夫など，それぞれの方の仕

事に対する考え方を生かしなが

ら，探求的な学習に主体的・協働

的に学び合おうとしている。 

③自分の将来を展望し，「なりたい

自分」を思い描くとともに，これ

からの人生に希望をもって未来

へ進もうとしている。 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

５  本単元のポイント 
 

（１）研究内容１：単元計画マネジメントの工夫 

 

≪学習環境づくりの工夫≫                                

 本単元において，仕事をする意味付けや意義，学びの必要性などは，実際に働いている人か

ら仕事に対する思いややりがいを直接聞くことにより，高まるものであると考える。 

 そこで，本単元では，ゲストティチャーを活用し，様々な職種に関する仕事内容，やりがい，

苦労などを直接聞ける機会を多く設けた。 

 社会に出て活躍している大人から直接話を聞くことにより，「自分も社会に出たときには，

こんな仕事に就きたい。」「将来，こんな仕事について，社会の一員として活躍したい」とい

う思いを子供たち一人一人が抱き，学習を通して，自分自身の未来像を具体的に想像できるよ

①ゲストティチャーを活用し,働くことへの意義や関心を高めたり，学習する必要性を感じられるよう

にしたりする。 
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うにしていきたいと考える。 

 

≪対話活動の工夫≫                                

 学びの広がりや深まりを生み出すためには，子供たちが抱く疑問や考えを自らが持つ知識な

どを関連づけたり，自らの考えや知識を整理したりすることが必要であると考える。 

 そこで，本単元では，イメージマップやチャートなどの思考ツールを活用し，学習する中でわ

き出る様々な疑問や考えを関連づけたり，自ら持っている知識や友達との交流などによって生

まれる様々な考えを整理したりしながら学習を進めていく。 

 学びで得た知識を自分なりに整理・分析し，自らの学びに生かすことで，自分にとってより

必要感の深い知識や考えにたどり着き，学びが深まっていくと考える。 

学習を通して，様々な人と出会う中で，学びで得たことと自らの未来像とつなげて考え，子

供たち一人一人の学びの広がりや深まりを生み出せるようにしていきたいと考える。 

 

≪振り返りの工夫≫                                

 子供たちが主体的に活動するためには，子供が自らの活動に対する学びの成果を実感したり，

子供たちが抱く疑問や考えを基にしながら課題を設定し，学習に対する必要感を感じさせたり

することが重要であると考える。 

 そこで，本単元では，毎時間の終末に振り返りの時間を設け，自らの学びの

成果（自分ができるようになったことや学びから明らかになったことなど）

を実感させたり，これからやってみたいことや学習に対する更なる疑問など

を表現させたりする。 

 そうすることで，学びに対する必要感や自分たちが主役となって学習が進

んでいるという実感が高まり，より主体的に活動する姿が見られると考える。 

 

（２）研究内容２：教科のつながりを捉えた指導の工夫（カリキュラム・マネジメント） 

 

≪教科間のつながりを捉えた指導の工夫≫                 研究内容３－（１）   

 本単元に身に付けた資質・能力を，子供たちが他教科や実生活で主体的に生かそうとするた

めには，身に付けた資質・能力についての自覚と活用方法を理解することと，それを発揮でき

るが場が必要である。 

そこで，本単元では，総合的な学習の時間を中心とした学びで身に付けた資質・能力が学習

発表会や卒業式などの行事で生かせるようなカリキュラムを設定する。 

子供が学びで得た知識や自らの考え，将来の自分に生かせるような情報などを，行事を通し

て他者に伝えることで，学びのゴールが明確にイメージできるようになり，より主体的・協同

的に学習に参加できるようになると考える。 

学びによって身についた資質・能力を活用して活動を進める中で，子供たち一人一人の学び

に対する自信が更に高まるように支えていきたい。 

 

②イメージマップやチャートなどの思考ツールを活用し，自らの考えを整理したり，考えと考えをつ

なげて新たな考えを導き出したりできるようにする。 

③学習の振り返りを通して，学びの成果を実感させるとともに，振り返った子供の言葉から新たな課

題や考えを引き出し，子供主体で学習が進められるようにする。 

④行事とのつながりを意識させ，総合的な学習の時間で身に付けた資質・能力を子供が主体的に他教

科や実生活に生かせるようにする。 
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６ 単元の指導計画（ 全６０時間 ） 

単元 

様々な職業の仕事の内容について知り，それ

ぞれの魅力を見付け出し，知る（一次） 

～自分の興味から様々な職業を調べ，様々な 

仕事内容や魅力について報告し合おう～ 

２０

時間 

評価規準（１）知識及び技能  

（２）思考力・判断力・表現力 

    （３）学びに向かう力，人間性等 

次  学習の流れ 
時

数 

指導上の留意点 

【大事にしたい資質・能力】 
評価規準 

一  
 

次 

（
つ 

な 

げ 
る
） 

課
題
の
設
定 

□オリエンテーション（単元との出会い） 

・前年度の学習の振り返り「旭川 PR大使になろう」 

・旭川の現状や将来に向けた地域活性化について考 

え, 提案した。 

① 

 

  

 

 

□自らの現状はどうなっているのかを振り返る。 

・自分のよさは？ ・自分が得意なことは？ 

・もっとこうしたいと思うこと（課題）は？ 

・なりたい職業（夢）は？ ・行きたい高校は？  

・将来，どんな自分になりたい？ 

□現状を踏まえた上で，自分の将来に向けてどん 

なことが知りたいのかを洗い出す。 

→なぜ，仕事をするのか？～やりがいや生き方など～ 

→自分の興味のあることが生かせる仕事は？ 

→旭川や日本には，どのような仕事があるのだ 

ろう？～その仕事内容や魅力について～ 

→自分がなりたい職業では，どんな知識や技能 

が必要だろう？          など 

 

 

 

①  

 

 

 

 

 

○働くこと（仕

事）について自

分なりに描いて

いる思いを表現

することができ

る。（２） 

体共通体験①（働く人との出会い）  

「仕事をしている人に話を聞こう」 

・昨年の旭川のPR活動でお世話になった方（一人）

を活用し，どんな仕事をしているのか，仕事の魅

力は何かなどについて知る。 

□子ども一人一人が課題をもつ。 

・社会にはもっとたくさんの仕事がありそう。他に

どんな仕事があるのか？ 

・仕事の魅力ややりがいって何だろう？ 

・働く人は，どうして仕事をするのだろう？ 

 

 

□自らの知識の幅を広げるために調べてみたい仕

事についての調査計画を立てる。 

・修学旅行や昨年の旭川 PR 活動などでお世話になった方，

自分の親，先生，自ら調べて気付いた知識などから調査対象

者を決め，話をきいたり，インターネットで調べたりする。 

・仕事の業種や内容の他に，どんな魅力があるのか，働いて

いる人の思いにも触れる。 

・調査する仕事について，事前に分かることや知りたいについ

てまとめておき，よりよい調査活動ができるようにする。 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コミュニケーション力】 

【情報活用能力】 

○働く人との触れ

合いを通して，

その人の仕事に

対する思いや大

切にしている考

えについて理解

する。（1） 

 

 

 

 

 

〇調査活動の計画

を適切に立てる

ことができる。

（２）        

〈共通課題〉いろいろな仕事を調べ，その内容や魅力についてまとめよう。 

※これまでの経験を踏まえ，「仕

事」に対するイメージを広げる。 

※仕事に対する必要感やその意義

について疑問をもつ。 

※思考ツール 

KWL：どんなことを知りたいの

かまとめさせる 

〈仮の共通課題①〉社会には他にどんな仕事があるのだろう？ 

～様々な仕事から自分がいいかもと思う仕事を見付けてみよう。～ 
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情
報
の
収
集 

□調べてみたい興味のある仕事について調べよう。 

・これまで自分たちが関わった様々な方々や調べた仕事情報から

自分が調べたい職業をいくつか決定する。 

・インターネットや書籍等を利用して事前に分かることをまとめ

たり，質問したいことなどを洗い出したりする。 

□興味がある職業に対して，見たり聞いたり調べた

りして調査する。（働く人との出会い②） 

・働いている人の仕事の様子を見学したり，聞いて

みたいことをインタビューしたりする。 

※２チームに分かれて活動する。（１５人×２） 

⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【情報活用能力】 

【コミュニケーション力】 

○社会には様々な職

業が存在し，職業

に就く方法も様々

であることを理解

する。（１） 

〇たくさんの情報

の中から必要な

情報を取捨選択

して，情報を収

集できる。（２） 

整
理
・
分
析 

□興味のある仕事について調べたことをまとめよう。  

・インターネットや書籍，働く人との出会い等で調べたこ

とをもとにしながら，調査した仕事についてまとめる。 

・仕事の内容や魅力の観点を中心に，調べたことを整理・

交流する。 

・伝えたいことが分かりやすくなるように工夫する｡ 

⑤ 

 

【情報活用能力】 

 

〇自分で考え，適切に情報

を整理・分析しまとめる

ことができる。（２） 

〇自分の考えを伝えるた

めに工夫して表現する

ことができる。（２） 

ま
と
め
・
表
現 

□「仕事調査報告会」をしよう。 

・聞き手を意識しながら調べたことを発表する。 

・友だちの発表を聞いて自分の職業観を広げる。 

・働く人の思いに気付く。 

□１次の学習を振り返り感想や新たな疑問を交流

する｡ 

・仕事が違っても，働く思いには共通点があるのだろうか。 

・働く人が大切にしていることは何だろうか。 

 

 

 

 

 

 

② 

【自己調整力】 〇これまでの学習

の成果を生かし

て，これからの

自分の夢や生き

方について，努

力したいことな

ど発表すると共

に，友達の考え

を自分の考えに

生かそうとす

る。（３） 

単元 

旭川で「働く人」が大切にしている考えや生き

方を知り，働くよさについて考える（二次） 

～旭川で働く人にインタビューをし，「仕事に対

する思い」などについて考えよう～ 

２０

時間 

評価規準（１）知識及び技能   

（２）思考力・判断力・表現力 

    （３）学びに向かう力，人間性等 

次  学習の流れ 
時

数 

指導上の留意点 

【大事にしたい資質・能力】 
評価規準 

二 
 

 

次 

（
か 

か 

わ 

る
） 

課
題
の
設
定 

□前時の振り返りから本時の見通しをもつ。 

□DVDを視聴し，「働く人」がもっている思いや大

切にしている考えを話し合う。 

・どうしてこんなに熱意があるのだろう？ 

・誰のために一生懸命働くのだろ？ 

・働くとはどういうことなのだろう？ 

・他の働く人はどんな考えをもっているのだろう？□

自分が話を聞いてみたい，旭川で「働く人」を選

択し，調査計画を立てる。 

 ＊子どもが会ってみたい人を自分で探してきた

場合は，できるだけ調査活動に取り入れる。 

 ＊教師側からも子どもたちに会わせたい旭川で「働く

人」を準備しておき，適宜情報を提供する。 

 

 

② 

 〇DVD を視聴

し，旭川で「働

く人」がもっ

ている思いや

大切にしてい

る考えを理解

する。（1） 

〇自分が深く調べ

てみたい旭川で

「働く人」を選

択し，どのよう

に調査活動を行

うのかの見通し

をもつことがで

きる。（２） 

※

 

※資料「１３歳のハローワーク（書
籍）」「１３歳の進路（書籍）」「あし
たね（インターネット）」など 

※修学旅行のまとめの活動と関

連させるとよい。 

〈新たな課題〉働く人が大切にしていることはなんだろうか？ 

※思考ツール：マトリックス 

それぞれの仕事を１つのマトリ

ックスでまとめ，仕事の相違点や

共通点について比べるとよい。 

【他教科との関連】 

 

【他教科との関連】 

※DVD「プロジェクトX」～ 

 「日本のマイカーてんとう虫を町

ゆく」「旭山動物園ペンギン空を

翔ぶ～閉園からの復活」 

※

【一次を通した子の姿】 

☆いろいろな人が自分を見てくれてたんだな！ 

◎もっといろいろな人に発表したい！他の人のも聞きたい！ 

 

旭川で「働く人」は，どのような考え（思い）を大切にしているのだろう。 
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情
報
の
収
集 

□選択した旭川で「働く人」について，基礎的な知

識を調べよう。 

・前時の確認をもとにインターネット等を利用し

て調べる。 

・どんな思いをもっているのか，仕事の内容から予想する。 

□旭川で「働く人」と出会い，大切にしている考え

を聞いてみよう。（働く人との出会い②） 

・働いている人の仕事の様子を見学したり，聞いて

みたいことをインタビューしてみたりする。 

 

⑧ 

【情報活用能力】 

【コミュニケーション力】 

 

〇旭川で「働く

人」との触れ合

いを通して，そ

の人の仕事に

対する思いや

大切にしてい

る考えについ

て情報を収集

することがで

きる。（２） 

整
理
・
分
析 

□ 旭川で「働く人」との出会いで収集した情報を整

理し，自分なりにその人がもつ「仕事に対する思

い」や「大切にしている考え」について分析をす

る。 

・観点「生きがい」「思い」「苦労」など 

 

 

 

 

④ 

 

 

 

 

【情報活用能力】 

 

〇旭川で「働く人」がもつ

思いや大切にしている

考えを理解する。（1） 

〇自分で考え，適切に情報

を整理し，仕事に対する

思いや大切にしている

考えについて分析する

ことができる。（２） 

ま
と
め
・
表
現 

□それぞれが触れ合ってきた旭川で「働く人」の

「思い」や「大切にしている考え」を交流し，共

通点や相違点を明らかにする。 

・「情熱」「誰かのため」「好きなこと」など，「働 

く人」の深い思いを知る。 

・自分の生活に取り入れていきたい考え方を見付ける。 

□２次の学習を振り返り，感想や新たな疑問を交 

流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 〇それぞれが分

析した結果を

交流し，旭川で

「働く人」がも

っている「思

い」や「大切に

している考え」

について共通

点や相違点を

まとめること

ができる。（２） 

単元 

自分が見付けた大切にしたい勤労観を自分の生

活に生かすためにまとめ表現する（三次） 

～なりたい仕事についてまとめ，「将来の夢

交流会」で発表しよう～ 

２０

時間 

評価規準（１）知識及び技能   

（２）思考力・判断力・表現力 

    （３）学びに向かう力，人間性等 

次  学習の流れ 
時

数 

指導上の留意点 

【大事にしたい資質・能力】 
評価規準 

三 
 

 

次 

（
実 

感 

す 

る
） 

課
題
の
設
定 

□前時の振り返りから本時の見通しをもつ。 

 

□自分の生活に取り入れていきたい考え方を振り

返る。  

・「働く人」から学んだことを振り返りながら，自

分の生活を振り返ってみる。 

 

 

 

 

□自分を見つめよう。 

・自分ってどんな存在なのか改めて考えさせる。 

・自分の性格，趣味･趣向，好きなこと，得意なこ

と等，さまざまな角度から考えさせ，そこからな

りたい職業を考える。 

→マインドマップの利用。 

 

② 

 

 

 

② 

 〇DVD を視聴

し，「働く人」

がもっている

思いや大切に

している考え

を理解する。

（1） 

〇自分のよさ，趣

味，特技など，

多方面から自

分を見つめる

こ と が で き

る。（３） 

 

※思考ツール：ベン図 

 

人：医師・看護士 アナウンサー 

  飲食店経営者 幼稚園教諭 

保育士 消防士・警察官 など 

 

※DVD を見て感じたことと職業

人からの話を比べるようにする

とよい。 

思考ツール 

X チャート：子どもたちが考えた職

業人の考えを板書にまとめ，共通す

る考えがあることを視覚的にもま

とめるようにする。 

〈新たな課題〉自分は，どんな職業につきたいのだろうか。 

【二次を通した子の姿】 
☆様々な職業において，お客さんや他者に対する願いや思いをもって働いているんだな！ 
☆今回の学びを自分の将来に生かしていきたいな 
☆今，自分の中でわき出てくる思いや考えを，人に伝えたい！ 

◎今回の話を聞いて，他の友達がどのように感じたのかも知りたいな！ 

 

※これまでの学習を振り返り，自

分との関わりについて目を向け

させるようにする。 

 自分は，「どんなことに興味があるのか，またはどんな仕事を生かして働きたい・生きて

いきたいのか。」「どんな思いや願いをもって仕事がしたいのか」を考えよう。 

※いくつかのテーマを提示し，自

分を見つめるマインドマップを

作る。 
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情
報
の
収
集 

□自分について調査する。 

・自分の知らない自分を知るために，他の人に自分

についてインタビューをする。 

・親にどんな人になってもらいたいか，どんな職業

についてもらいたいか願いを聞く。 

②  

【情報活用能力】 〇自分のよさ，趣

味，特技など，

多方面から自

分を見つめる

ことができる。

（３） 

□なりたい仕事について調べよう。 

・前時の確認をもとにインターネット等を利用し

て調べる。 

・必要な情報を取捨選択する。 

⑤  

 ○社会には様々な職

業が存在し，職業

に就く方法も様々

であることを理解

する。（1） 

〇たくさんの情報の

中から必要な情報

を取捨選択して，

情報を収集でき

る。（２）        

整
理
・
分
析 

□なりたい仕事について調べたことをまとめよ

う。  

・インターネット等を利用して調べたことをもと 

に，調査した仕事についてまとめる。 

・夢を実現するために，これまで学んだ「働く 

人」が考える「大切にしている考え」を取り入れ

る。 

・伝えたいことが分かりやすいように，工夫する。 

＊画用紙や模造紙にまとめたり，PCを使ってプレ

ゼンテーション形式でまとめさせたりする。 

 

 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コミュニケーション力】 

 

 

 

〇自分で考え，適

切に情報を整

理・分析しま

とめることが

できる。（２） 

〇自分の考えを

伝えるために

工夫して表現

することがで

きる。（２） 

ま
と
め
・
表
現 

□「将来の夢交流会」をしよう。 

・調べたことを，聞き手を意識させながら，発表 

する。 

・友達の発表を聞いて，自分のことに生かせること

はないか考える。 

 

 

①  

 〇これまでの学

習の成果を生

かして，これ

からの自分の

夢や生き方に

ついて，努力

したいことな

ど発表すると

ともに，友達

の考えを自分

の考えに生か

そうとする。

（３） 

※ジョハリの窓を使って,友達にイン

タビューをしたり,自分で書き込ん

だりして,自己を見つめ直す。 

※まとめ方については，新聞やリー

フレット，プレゼンテーションな

ど子どもに選択させる。プレゼン

テーションの場合は、国語の P２

６４「デジタル機器を使ってプレ

ゼンテーションをしよう」を参考

にするとよい。 

※プログラミング教育 

ペッパーの利用，プレゼンテーシ

ョン作成 

【他教科との関連】 

国語：今，私は，ぼくは（７時間） 

 

※参観日等で保護者に向けて発表す

る場面を設けるとよい。 
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□自分の生活に取り入れていきたい考え方を振り

返る。  

・「働く人」から学んだことをマインドマップに加

える。 

□卒業に向けて。 

・卒業に向け，3 学期の生活や学習の仕方について考え

る。 

・遠い将来に向けて，近い将来頑張ることを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 〇夢を実現する

ために，学んだ

ことをこれか

らの自分の生

活に生かそう

とする。（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※中学校一日入学や卒業式，卒業ア

ルバム，卒業文集との関連を図るよ

うにする。 

自分のつきたい職業について考えをもち，将来の自分の可能性を広げ続ける。 

 

【三次を通した子の姿】 

☆いろいろな人のおかげで，こんなに成長できたんだな！ありがとう！ 

◎３年生になるのが楽しみだな！ 

◎これからも頑張り続けて，○○なことがどんどんわかるようになりたいな！ 

◎今までたくさんお世話になったから，これからは自分も頑張って恩返ししたいな！ 
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第Ⅳ章 - Ⅰ 
 

 

10月研の実践 
【１年 生活科『きせつとあそぼう –あき-』】 
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第 1学年 生活科学習指導案 
                                     児  童   旭川市立大有小学校 １年 １組 ２２名 

授業者   教諭 飯田 妃呂加 

１  単元名   きせつと あそぼう‐あき‐ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
２  単元計画図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

≪本単元に関わる学習指導要領の内容≫ 
内容(５)身近な自然を観察したり，季節や地域の行事に関わったりするなどの活動を通して，それらの違いや特徴を見付

けることができ，自然の様子や四季の変化，季節によって生活の様子が変わることに気付くとともに，それらを取り入れ

自分の生活を楽しくしようとする。 

内容(６)身近な自然を利用したり，身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して，遊びや学びに使う物を工夫

してつくることができ，その面白さや自然の不思議さに気付くとともに，みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとする。 

≪児童の実態≫ 
・春から夏にかけて暖かくなると植物や虫が増えてくることに気付くことができていたが，積極的に発言する児童が限ら

れており，自分の考えに自信がない児童も複数いる。 

・自然を使って遊ぶことを楽しんでいたが，草花を利用した活動の中で，うまくいかないとすぐに教師を頼ったりあきら

めてしまったりする様子が見られた。 

・友達と遊びを通して関わり合いながら，新しくルールを決めて競争したり，一緒に同じ活動をしたりして楽しむ様子が

見られた。 

・季節のものを探す活動の中で，興味をもったものの絵をかいたり，気付いたことやさわって感じたことなどをメモした

りしていた。 

≪目指す資質・能力≫ 
Ⅰ季節によって遊び方や生活の様子が変わること，遊びや遊びに使うものをつくる面白さ，自然の不思議さなどを感じたり

気付いたりしている。                                    【知識及び技能】 

Ⅱ身近な秋との関わり方を見付けたり，身近なものを利用した遊びをしたり，遊び方を工夫したりしている。 

【思考力，判断力，表現力】 

Ⅲ遊びを工夫したり，友達と関わって遊んだりしたことを振り返り，自分なりの方法で表現している。 

【思考力，判断力，表現力】 

Ⅳ諸感覚を用いて身近な秋を感じることで，それらを活用した遊びなどに関心をもち，みんなで楽しく遊ぼうとしている。 

【学びに向かう力，人間性等】 

≪目指す資質・能力を達成した子の姿≫ 
・夏と比べて，秋の葉っぱは色やさわった感じに違いがあったよ。踏んだり寝転んだりしてみたらふかふかで気持ち良かったよ。秋っ

て楽しいな。(Ⅰ知・技) 

・大きなどんぐりを見付けたから，どんぐりゴマをつくったよ。はじめはうまく回らなかったけど，○○さんが教えてくれて，回るよ

うになったよ。(Ⅱ思・判・表) 

・どんぐりマラカスをつくったよ。中身を変えてみるとどうなるだろう。どんぐりの数を増やしてみようかな。(Ⅲ思・判・表) 

・自分がつくったけん玉も面白かったけれど，○○さんがつくったやじろべえも楽しかったな。冬はどんなことができるかな。(Ⅳ学び) 

② 活動や体験をする 

① 思いや願いをもつ 

④ 表現する・行為する 
（伝え合う・振り返る） 

③ 感じる・考える 

①春や夏と比較して，秋の様子について知っていることや感じていることを話す。 

②学校の中に秋のものがないかを探しに行くために，秋探しの約束を確認する。 

①学校内で秋探しを行い，自然の中で遊んでみる。 

①秋探しを通して，気付いたことや感じたことを話す。 

②秋探しで見付けたものや，他の場所で集めた材料を全体で確認し，作りたいものややってみ

たい遊びについて意見を出し合う。 

③実際につくったり遊んだりする中で，友達と比べたり何度も試したりしながら活動する。 

④秋まつりを開催し，友達と一緒に遊び合う。 

 

①今までの活動を振り返り，活動や体験を通して気付いたことや，自然にあるものの面白さや

よさについてなど，感じたことを交流する。 

②秋をさらに楽しむためにやってみたいことや，これからの季節にやってみたいことを考え，

発表する。 
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３ 単元の目標 

身近な秋の自然の中で遊んだり，身体全体を使って自然とふれあったりする活動を通して，自然の材料を

使った遊びを考えたり遊び方を工夫したりすることができ，季節の変化や特徴，自然の不思議さに気付くと

ともに，遊びや自身の生活を楽しもうとする。 

 

４ 単元における「人・もの・こと」と単元で重視する体験活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元の評価規準 

次 ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

 

 

１ 

①季節によって遊び方や生活

の様子が変わることや，秋の

自然や自然の不思議さなど

を感じたり気付いたりして

いる。 

①春や夏と比較しながら，季節

の変化と自分たちの生活と

の関わりを見付けている。 

①身近な秋の自然やそれらを

利用した遊びなどに関心を

もち，みんなで楽しく遊ぼう

としている。 

 

 

２ 

②秋の自然の特徴や季節によ

って遊び方が変わること，遊

びや遊びに使うものをつく

る面白さ，自然の不思議さな

どに気付いている。 

②秋の自然を生かして，遊びや

遊びに使うものを工夫して

つくったり，試行錯誤してよ

り良いものにしたりしてい

る。 

②自然物を使って遊んだり，秋

まつりで遊ぶものをつくっ

たりする活動を楽しもうと

している。 

 

 

３ 

 ③体験をもとに見付けた秋の

様子からこれからの季節に

やってみたいことを考えて

いる。 

③活動や体験を通して気付い

たことを進んで表現しよう

としたり，これからの生活や

学習に取り入れようとした

りしている。 

 

 

・学級内の友達 

・保護者 

  

ひと こと もの 

・学級内の友達との対話 

・秋探し ・秋まつり 

・保護者からのコメント 

(振り返りシート) 

・まつぼっくりやどんぐりなどの 

 秋の自然のもの 

・おもちゃづくりの本や図鑑 

 

 

 ≪単元で重視する体験活動≫ 

○秋探し 

 ・学校内で秋の自然のものを探したり，秋のもので遊んだりする活動。 

 ・秋の自然の中で遊ぶことを通して，自然の不思議さに気付く活動。 

 ○秋まつり 

 ・秋の自然のものを材料にしてつくったおもちゃなどを，学級の友達と一緒に使って遊ぶこと

を通して，秋の自然の楽しむ活動。 
 



Ⅳ－１年－3ｐ 

 

６  本単元のポイント 
 

（１）研究内容１：単元計画マネジメントの工夫 

 

≪学習環境づくりの工夫≫ 

 本単元のような季節に関わる単元においては，年間を通して様々な季節の自然の中で遊んだ

り触れ合ったりする活動を継続させることが重要だと考える。 

 そこで，前単元「きせつとあそぼう‐はるからなつ‐」の授業の中で，春(夏)だと思うこと

を話し合い，「服装や食べ物など，人の様子」「学校内で見付けた虫や植物などの自然」「春

(夏)らしい遊び」の３項目についてまとめた模造紙を，教室内に掲示していた。子どもたちが

授業中に発言した言葉や，実際に自然の中で遊んでいる様子を撮った写真を用いてまとめたた

め，授業時間外においても，子どもたちは模造紙を見ながら「また水遊びしたいね」「最近ち

ょうちょ見ないね」など身近な自然に関心をもって生活している様子が伺える。本単元の導入

においても，今までの経験を想起させることで四季の変化や季節による生活の様子の変化に気

付かせたい。 

 また，本単元に入る前に，「秋のもの」を見付けてくる宿題を呼び掛けた。子どもたちは公

園や学校内で秋を探しに行く中でどんぐりを見付けたり，家族に秋の自然について聞いたりす

るなど，個々に様々な活動を進めてきた。そのことにより，全員が秋について見聞きし感じて

くるという共通体験を基盤にして本単元に入ることができると考えた。 

 

≪対話活動の工夫≫ 

 本単元のように，秋の自然を生かしておもちゃづくりをする活動では，友達との対話を通し

て作ったものを比べたり，試行錯誤を繰り返したりする活動が重要だと考える。 

 そこで，２次の 1 時間目に，使ってみたい秋の材料やつくっててみたいおもちゃを調査し，

事前に少人数のグループを教師が決めた。２次「秋まつりの準備をする。」の活動の始めに，

教師が指定した席に移動させ，黒板上に少人数グループのメンバーを掲示した上で，同じ材料

を使っている友達や，同じおもちゃを製作している友達と相談しながらつくっても良いことを

伝える。 

そうすることで，おもちゃづくりの活動を通して，自然と近くの友達とつくったものを比べ

たり教え合ったりする対話活動が生まれやすい環境を設定できると考える。 

 

≪振り返りの工夫≫ 

 子どもたちが今までの活動に対して振り返りを行うためには，子どもが自らの活動に対する

達成感を得て喜びを感じたり，これからの活動に対して意欲をもたせたりすることが重要であ

ると考える。 

 そこで，本単元では，２次で製作した「秋のおもちゃ」を各家庭に持ち帰らせ，保護者から

のコメントをもらった上で３次の振り返りを行う活動を設定した。 

 

①前単元の学びを教室に掲示しておくことで，日常的に子どもたちが自然に対する意識をもつことが

できる環境をつくる。 

②おもちゃづくりの内容に合わせて少人数のグループを組むことで，おもちゃづくりの活動の中で友

達とつくったものを比べたり，相談し合ったりしやすい環境を設定する。 

③保護者や友達からの評価を通して，活動の成果を実感させるとともに，振り返った子どもの言葉か

らこれからの活動に繋げたいことや更に挑戦したいことについて話し合えるようにする。 
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そうすることで，単元を通した活動に対して，自己評価だけではなく他者評価も得た状態で

振り返ることができ，自らの活動の成果を実感し，これからの活動に対しても意欲的な気持ち

をもったり，秋という季節の良さや楽しさについて積極的に振り返ったりすることができると

考える。 

 

７ 単元の指導計画（全１４時間） 

次 
学習活動 

体体験 表表現 ☆気付き ◎願い 

時

数 

←教師の働き掛け 

◇具体的な教師の発問 

☆評価規準 知 思 主 

△思考ツール 

一
次
【
秋
を
見
付
け
る
】 

     

表春や夏と比べたときの，秋の様子について知っていることや感じている

ことを発表する。 

 

「長袖を着ている人が増えてきたよ。」 

「夏は水遊びが楽しかったけど，もう寒いね。」 

「葉っぱが茶色くなっていたよ。」 

「公園で，どんぐりを拾ったよ。」 

 

「茶色い葉っぱだけはなくて，色々な色があるらしい。私も見付けてみた

いな。」 

「夏にはいなかった虫がいるんだって！本当かな？探しに行きたいな。」 

 

☆春や夏と比べると，自然や生き物に違いがあるみたいだ。 

 

◎他の季節と比べて，違うところをもっと探したい！ 

 

１ 

←春と夏の学習の際にまとめた模造

紙を活用しながら，他の季節との違

いに気付かせる。 

 

 

 

 

←事前に聞いてきたことだけでは，ま

だまだ秋の全てについては分から

ないことに気付かせ，秋探しをしに

行きたい気持ちを高めさせる。 

△Yチャート 

←秋探しに行くときの約束を確認す

る。 

 

思① 

体学校内で秋探しを行い，自然の中で遊んでみる。 

 

「落ち葉の上を歩くとがさがさ音がするよ。」 

「まつぼっくりがおちていたよ。一番大きいのはどれかな。」 

「落ち葉でお面をつくってみたよ。楽しいな。」 

 

☆秋のものをたくさん見付けて遊んだよ！ 

 

◎見付けたものでもっと遊びたいな。 

 

 

２ 

←活動の途中で交流する時間を設け，

友達に見付けた遊びを紹介し，全体

の活動を広げさせる。 

←教師が積極的に遊びに誘ったり，新

たな発見をしている児童の側に子

どもたちを集めて話を聞かせたり

して，様々な経験を得させる。 

←教科書 80 ページ「あきの はや 

みの ずかん」を活用させる。 

△発見カード・タブレット 

知① 主① 

表秋探しの活動を通して，気付いたことや感じたことを伝え合う。  

 

「茶色い葉っぱや黄色い葉っぱ，赤い葉っぱもあったよ。」 

「秋になってもずっと緑の葉っぱもあったよ。」 

「夏にはいなかった虫がいたよ。名前が知りたいな。」 

「夏は緑色の葉っぱばかりだったけれど，秋になったら色が変わって不思

議だな。」 

 

「まつぼっくりを拾ったけど，なにかに使えないかな」 

「見付けた秋のもので，もっと遊んでみたい！」 

 

 

 

 

 

 

１ 

←前時で書いた発見カードや教師が

記録した写真や動画をもとに，交流

をさせた後で見付けた秋を発表さ

せる。 

△発見カード・タブレット 

 

 

 

 

知① 

◇学校に来るときや，遊んで

いるときに気付いたことはな

いかな。 

◇見付けた秋のものを集めて終

わりでよいですか。 

 

【一次を通した子の姿】 

☆学校には，たくさん秋のものがあるんだな！ 

 

◎秋って楽しいな。他にどんな遊びができるかな。もっと探してみたいな。 
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次 
学習活動 

体体験 表表現 ☆気付き ◎願い 

時

数 

←教師の働き掛け 

◇具体的な教師の発問 

☆評価規準 知 思 主 

△思考ツール 

二
次
【
秋
を
探
す
・
遊
ぶ
】 

      

表秋のものを使って，さらに工夫して遊ぶことができないか考える。 

 

 

 

「幼稚園で，どんぐりのマラカスをつくったことがあるよ。」 

「図鑑に載っている葉っぱのかんむりをつくってみたいな。」 

「他にもつくれるおもちゃがありそう。調べてみたいな。」 

 

☆いろんな色の落ち葉を集めたら，○○がつくれそうだ！ 

 

◎たくさん拾ったどんぐりで，どんな遊びをしようかな。 

 

１ 

←教科書89ページ「あきの おもち

ゃずかん」を活用し，秋の自然を使

っておもちゃをつくることができ

ることに気付かせる。 

 

 

 

←学級図書としてものづくりの図鑑

や本を置くことで，より多くの遊び

や遊びに使うもののつくりかたを

考えさせる。 

主② 

表秋まつりの準備をする。 

 

「マラカスの容器を変えたら，さっきと違う音がするよ。」 

「○○をつくるには，どの葉っぱをつかえばいいかな。」 

 

「うまくいかないな。」「どうすればいいんだろう。」「○○さんに聞いて

みよう。」 

 

「ぼくと○○さんのコマは，回り方がちがうな。どうやってつくってい

るんだろう。」 

「どんぐりを変えてみようかな。」 

 

☆○○すると，もっと楽しくなりそうだ！ 

 

◎○○さんに教えてもらって，おもちゃがつくれたよ。秋まつりが楽し

みだな。 

６ 

←事前に，学校以外の場所でも秋のも

のがないか探してもらい，材料を集

めておく。 

←安全面に気を付けておもちゃつく

りをするために，約束を確認する。 

 

 

 

 

←少人数のグループをつくることで，

同じ材料・同じおもちゃをつくる児

童が相談し合える環境を設定する。 

知② 思② 

 

体秋まつりを楽しもう。 

 

「ルールを変えたらもっとおもしろそう！」 

「どのコマが一番長くまわるかな。」 

「○○さん上手だな。どうやってるんだろう。」 

 

☆秋のものを使って遊ぶのって，楽しいな！ 

 

◎妹にもおもちゃで遊んでほしいな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

←つくったものでどのように遊べば

良いのか教えるお店やさん役と，

自由に遊べるお客さん役に分ける

ことで，お店やさん役としてつく

ったもののよさをお客さん役の友

達に伝えたり，新しいルールを生

み出して楽しめる環境を設定す

る。 

←余った材料や，はさみ，テープな

どを置いておくことで，途中で壊

れてもすぐに直して遊べるように

しておく。 

←秋まつりを終えた後に振り返りシ

ートを記入させることで，次時の

振り返り活動をさせやすくする。 

主② 

 

 

 
【二次を通した子の姿】 

☆はじめはうまく回らなかったけど，○○さんが教えてくれて，回るようになったよ。 

 

◎○○さんがつくったおもちゃ，とってもたのしかったな。休み時間も遊びたいな。 

 

◇見付けた秋のものを使って，

なにがつくれそうかな。 

◇どうすれば，もっとうまくい

くかな。だれに聞けばよいか

な。 



Ⅳ－１年－6ｐ 

 

次 
学習活動 

体体験 表表現 ☆気付き ◎願い 

時

数 

←教師の働き掛け 

◇具体的な教師の発問 

☆評価規準 知 思 主 

△思考ツール 

三
次
【
活
動
を
ふ
り
か
え
る
・
ひ
ろ
げ
る
】 

表今までの活動を振り返り，気付いたことや感じたことを交流する。 

 

「お母さんにも『上手にできたね』ってほめられたよ。妹もおもちゃで遊

んでくれてうれしかったよ。」 

「○○さんのおもちゃが面白かったよ。今度つくってみたいな。」 

 

 

 

 

「公園に行ったときに，またどんぐりを探したいな」 

「冬になったら別のおもちゃがつくれるかもしれない。楽しみだな。」 

 

☆秋のおもちゃはどれもたのしかったよ。またつくりたいな。 

 

◎冬になったらどんなことができるようになるのかな！ 

 

 

 

１ 

←教師が記録しておいた活動の様子

を写真や，製作物を活用して想起さ

せる。 

←事前に保護者が書いたシートを手

元に置くことで，自分の活動の良さ

について実感させる。 

 

 

 

←もっと挑戦したいことを聞くこと

で，これからの生活や学習に取り入

れたいことを考えさせる。  

 

思③ 主③  

 

 

 

 

【三次を通した子の姿】 

☆外で遊ぶだけじゃなくて，〇〇をつくるのも楽しかったな。秋って楽しいな。 

 

☆春に比べて，自分でもつくれるものが増えたよ！うれしいな。 

 

◎これからも，休み時間に秋のもので遊んでみたいな。 

 

◎冬になったら葉っぱやむしはどうなるんだろう。また探しに行きたいな。 

◇今までの学習を振り返りまし

ょう。楽しかったこと，頑張

ったことを教えてね。 
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第Ⅳ章 – Ⅱ 
 

 

10月研の実践 
【３年 総合的な学習の時間『えがおいっぱい大作戦』】 
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第３学年 総合的な学習の時間 学習指導案 
                                           児  童   旭川市立大有小学校 ３年 １組 ２４名          

授業者   教諭 河田 弘康 

１  単元名   えがおいっぱい大作戦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２  単元計画図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

≪本単元の探究課題≫ 

 町づくりや地域活性化のために取り組んでいる人々 

≪児童の実態≫ 

・新たな学習への取組に意欲的で，課題を見付けることができる。 

・個々の能力が比較的高い児童が多いが，相手の考えと自分の考えを比較したり，関連付けたりして

考えたりすることに課題が見られる。 

・整理・分析場面における協働的な課題解決の経験に乏しい。 

≪目指す資質・能力≫ 
Ⅰ地域をよりよくするために，自分たちも責任をもって行動する必要があることを理解している。  【知識及び技能】 

Ⅱ地域の人々は，地域の発展を願うとともに，お互いに関わり合いながら生活していることを理解している。 

【思考力，判断力，表現力の基礎】 

Ⅲ課題を発見したり，解決の方法や手順を考えたりすることができる。また，よりよい追究方法や解決の手順を考えた

り，仮説から，計画を作ったりすることができる。                 【思考力，判断力，表現力】 

Ⅳ地域の人との出会いを通して，広く情報を収集することができる。また，事象を比較したり関連づけたりして多様な 

情報にある特徴を見つけることができる。                     【思考力，判断力，表現力】 

Ⅴ探究的な活動を通して，自分の住む地域の人々を見つめ直し，協働して課題解決に取り組もうとしている。 

【学びに向かう力，人間性等】 

Ⅵ自分も地域の一員であることを自覚し，地域のためにできることを考えて積極的に関わろうとしている。 

【学びに向かう力，人間性等】 

 
≪目指す資質・能力を達成した子の姿≫ 
・地域の人々の中には，地域のために様々な活動をしている人がいる。私たちも地域の一員だから，何かできることをさがして，地域

のために取り組んでいきたい。 

・みんなで協力して取り組み，考えを比較したり関連付けたりすることによって，課題を解決することができることが分かった。これ

からも，みんなで課題を解決していきたい。 

・地域のことを調べる活動を通して，これまでの自分の生活を見つめ直すことができた。 

②情報の収集 
収集 

②

①

④

③

②
収集 

①  

④

③
分析 

①
設定 

④

③  

①自分たちの住む地域のよさや悪さって何があるのだろう。 

②地域のよさについて，周りの人たちに聞いてみよう。 

～保護者や旭川市役所のまちづくり課の方，地域のことに詳しい方等に話を聞き，情報を集める。～ 

③②で聞いた情報を整理・分析する。 

④整理・分析した情報をもとに，関心のある内容（「自然」「安心・安全」「行事・イベント」）をま

とめる。 

①地域のために活躍している人を発掘しよう。 

 ～旭川市役所まちづくり課の方や，地域のことに詳しい方の話を聞いてみよう～ 

②地域で活躍している人にお話を聞こう。 

 →見守り隊・北星まちづくり推進協議会の方々・消防団の方・旭橋みずほ商店街の人々等のお話

を聞いて，情報を収集する。 

③②で調査した情報から共通点・相違点などを視点としながら整理・分析する。 

④「地域で活躍している人のマップを作成しよう」（調べて分かったことをまとめ，交流する。） 

①えがおいっぱい交流会を開こう。 

 ～地域のために活躍している人をたくさんの人に知ってもらおう～ 

②足りない情報を調べる。 

③これまでに調べたことや実践したことを整理・分析する。 

④「えがおいっぱい交流会」を開く。 

（整理・分析したことをもとに，パワーポイントにまとめ，発表する。） 

→作成したものを参観日で発表する。 
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３ 単元の目標 

地域のために活躍する人々を発掘する活動や，「地域で活躍している人マップ」を作成する活動を通して，

地域を支える人々の取組や思いに気付き，「地域の在り方」について考えるとともに，自分たちが地域のこ

とを考えて生活することができるようにする。 

 

４ 単元における「人・もの・こと」と単元で重視する体験活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

①地域の人や市役所の方との関わ

りを通して，地域で活躍してい

る人が存在していることを知る

とともに，その方々のおかげで

自分たちの生活がより良くなっ

ていることを理解している。 

 

②活動を通して調べたり考えたり

したことについて，相手意識や

目的意識を明確にしながらまと

める方法が分かっている。 

 

 

③地域のために活動する意識の高

まりは，「えがおいっぱい大作

戦」を実行するために探究的に

学習してきたことの成果である

と気付いている。 

 

④地域をよりよくするために、自

分たちも責任をもって行動する

必要があることがわかる。 

①地域について調べることを通

して感じた関心をもとに課題

を作り，解決の見通しをもっ

ている。 

 

 

 

②人・もの・こととの関わりか

ら問題を見出し，課題の解決

に必要な情報を，手段を選択

して多様に収集し，種類に合

わせて蓄積している。 

 

③課題解決に向けて，観点に合

わせて情報を整理して考えて

いる。 

 

 

 

④相手や目的に応じて，わかり

やすくまとめ，表現してい

る。 

①課題解決に向け，自分のよさ

に気付き，探究活動に進んで

取り組もうとしている。 

 

 

 

 

②自分と違う意見や考えのよさ

を生かしながら，探究的な学

習に主体的・協働的に学び合

おうとしている。 

 

 

③地域との関わりの中で，自分

にできることを見つけ，地域

をより良くしようとしてい

る。 

 

 

・旭川市消防団第２４分団 

・イルミネーション 

・北の散歩道 

 

・見守り隊  ・110番の家の方 

・ボランティアの方（ゴミ拾い） 

・旭橋みずほ商店街の人  々 ・消防団の方  

・北星まちづくり推進協議会の方  々

・旭川市役所まちづくり課の方 

 

・北星・みずほ七夕まつり 

・花壇整備   ・堆肥作り 

・保護者へのインタビュー 

・参観日などにおける学びの発表会 

 ≪単元で重視する体験活動≫ 

○保護者へのインタビュー    

○旭川市役所まちづくり課・まちづくり推進協議会の方へのインタビュー   

○地域に住む方々との交流   ○まちづくりのために，自分たちができる活動 

○今後の町づくりに関わる自分の考えを表出する活動 

○様々な立場の人と直接関わり，インタビューなど言語を介した交流を重視する。 

○人と関わって感じたこと，考えたことを言語化し整理する。その後，思考ツールなどを活用

した協働的な学びの場を意図的に設定し，課題解決に向けた適切な分析やまとめを行うこと

ができるようにする。 

ひと もの こと 
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６  本単元のポイント 
 

（１）研究内容１：単元計画マネジメントの工夫 

 

≪探究課題の精選≫                                

  

   本単元は，町づくりや地域活性化のために取り組んでいる人々や組織を学ぶものであり，探究課

題を「えがおいっぱい大作戦」とした。学習指導要領には，ふさわしい探究課題として， 

（１）探究的な見方・考え方をはたらかせて学習することがふさ

わしい課題であること 

（２）その課題をめぐって展開される学習が，横断的・総合的な

学習としての性格をもつこと 

（３）その課題を学ぶことにより，よりよく課題を解決し，自己

の生き方を考えていくことに結びついていくような資質・

能力の育成が見込めること 

の３つが挙げられている。 

そこで，単元構成図を作成し，身に付けたい資質・能力や，地域 

の「人・もの・こと」などの材を明確にした。また，各教科等の単  

元を関連付けた年間指導計画を作成し，横断的に指導できるように 

した。その上で，効果的な学習指導に努めた。 

 

≪対話活動の工夫≫                                

                               

子どもたちが抱く疑問や考えを自らがもつ知識などを関連付けた 

り，自らの考えや知識を整理したりすることにより，深い学びにつ 

ながる。 

そこで，本単元では，イメージマップやクラゲチャート，Ⅹチャ 

ートなどの思考ツールを活用し，物事を多面的・多角的に見たり， 

比較・関連付けたりしながら学習を進めた。なお，イメージマップ 

については，単元の導入時と 1次の終了時のものを比較させ，知識 

の広がりを視覚的に実感できる時間を設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

①目標を実現するにふさわしい探究課題となるか，材である地域の「人・もの・こと」を明らかにする。 

②シンキングツールを活用し，自らの考えを整理したり，友達との考えを関連付けたりしながら，深

い学びにつなげる。 

図１ 『本単元の単元構成表』 

図２ 『児童が書いたイメージマップ』 
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令和 3年１月の中教審答申※１において 

「令和の日本型学校教育」の構築につい 

て示されており，全ての子どもたちの可 

能性を引き出す，個別最適な学びと，協 

働的な学びを実現させるためには，ICT  

が必要不可欠であると示されている。 

本単元では，獲得した知識を比較する 

際に，ジャムボードを活用した。このこ 

とにより，自分達の班だけではなく，他 

の班がどのような知識を得たのかを，容 

易に見合うことができた。その中で，自他の持っている知識の違いを比較し，対話することを通し 

て，協働的な学びの充実にもつながったと考える。 

 

（２）研究内容２：教科のつながりを捉えた指導の工夫（カリキュラム・マネジメント） 

 

≪教科間のつながりを捉えた指導の工夫≫                 

  

学習指導要領※１には，各 

  教科等で身に付けた資質・能  

力を適切に活用することが， 

総合的な学習の時間における  

探究的な学習活動を充実させ 

ることにつながると記載され 

ている。 

また，教科等横断的な視点 

  の指導は，単元や単位時間の 

意義付けを一層明確にするこ 

とにより，限られた時間の中 

での実践の効果を高めたり， 

学習内容，教材，学習方法などを複数の教科・領域で繰り返し活用したり関連付けたりすることにより，

学びが深くなることも期待できると考える。 

 

 

 

 

 
※１ 中央教育審議会答申「令和の日本型学校教育」の構築を目指して，2021，1 

※２ 文部科学省 学習指導要領 2017 公示 

③ICTを有効活用し，「協働的な学びの充実」を図る。 

③総合的な学習の時間と各教科等の単元を関連付けた年間指導計画を作成し，総合的な学習の時間を

中核に置いたコンピテンシー・ベースの学習を展開する。 

図３ ジャムボードを活用したシンキングツール（Xチャーﾄ） 

図４ 総合的な学習の時間を中核に置いた年間指導計画 
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７ 単元の指導計画（ 全６０時間 ） 

単元 
自分たちの住む地域のよさって何だろう（一次） 

～地域のことを調べ，みんなで共有しよう～ 

１１

時間 

評価規準 ア 知識・技能  

イ 思考・判断・表現 

     ウ 主体的に学習に向かう態度 

次  学習の流れ 
時

数 

指導上の留意点 

【大事にしたい資質・能力】 

評価規準 
評価方法 

知 思 態 

一  
 

次 

（
つ 

な 

げ 
る
） 

課
題
の
設
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□オリエンテーション（単元との出会い） 

・総合的な学習の時間の授業の流れを知る。 

・思考スキル・思考ツールについて学ぶ。 

１ 

 

  

① 

 〇
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
） 

〇Ⅰ

Ｃ
Ｔ
（X

チ
ャ
ー
ト
） 

□旭川市のよさと地域のよさを考える。 

□地域のよさだけではなく，地域の悪い所も考え

ることにより，視野を広げる。 

 視点は4点 

  ①自然 

   ⇒○花壇が整備されている 

    ×ゴミが落ちているところがある 

  ②安心・安全 

   ⇒○見守り隊の方がいる 

  ③行事・イベント 

   ⇒○地域のお祭りや運動会がある。 

  ④その他              等 

 

 

 

 

② 

３ 

 

 

 

 

 

情
報
の
収
集 

共通体験①（地域のことをよく知る方との出会い）  

「地域のことについて詳しい人に話を聞こう」 

・旭川市役所の「まちづくり推進協議会」の方か

ら，北星地区で活躍している人のお話を聞く 

 ⇒北星まちづくり推進協議会の存在と，地域で

活躍する西嶋さんを紹介していただく（電話） 

 

共通体験②（地域のことをよく知る方との出会い） 

・西嶋さんから，この地域のために活動している

内容や，そのことに関わっている人についてお

話をいただく。 

 ・北の散歩道の花壇をボランティアで整備 

 ・ゴミ拾いをしている方 

 ・堆肥を作って，地域に配っている方 

 ・子ども達のために見守りを行っている人 

 ・町の活性化のために，地域のイベントを計

画，実行している人（旭橋みずほ通り商店街

の方）。 

 ・イルミネーションで地域を華やかにしている人 

 ・地域の安全を守るため，消防団や女性防火ク

ラブの一員として頑張っている人。 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コミュニケーション力】 

 ②  

〇
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

 
 

 

〇
行
動
観
察 

※思考ツール：Xチャート 

地域のよい所・悪い所を X チャ

ートでまとめ，整理する。 

〈仮の共通課題①〉 
私たちの住む地域にはどんな良い所悪い所があるのだろう？ 

～様々な仕事から自分がいいかもと思う仕事を見付けてみよう。～ 

※思考ツール：イメージマップ 

地域の良いところをイメージマ

ップにして，視野を広げる。 

※初めて行う総合的な学習の時間

の学習過程などを知り，見通し

をもたせる。 

【他教科との関連】 

国語「話すこと・聞くこと」 

Aア 

関心のあることなどから話題を

決め，必要な事柄について調

べ，要点をメモすること 

Aエ 

話の中心に気をつけて聞き，質

問したり感想を述べたりするこ

と 
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整
理
・
分
析 

□地域のことについて分かったことをまとめよう。  

・西嶋さんに話してもらったことをもとにしながら，分

かったことについてまとめる。 

・地域で活躍する人を中心に，調べたことを整理・交流

する。 

※旭川市から発行されている｡『地域のチカラ』も資料と

して取り扱う 

３ 

 

 

 

 

 

 

【情報活用力】 

 

①   

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
Ｘ
チ
ャ
ー
ト
） 

○
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

ま
と
め
・
表
現 

□「地域の良さ交流会」をしよう。 

・聞き手を意識しながら調べたことを発表する。 

□１次の学習を振り返り感想やより詳しく知りた

いことを考える。 

・地域のために活躍している人の思いには，共通

点があるのだろうか。 

・実際に，地域のために活躍している人と会って

みたいな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

【自己調整力】 

② 

  ○
発
言 

○
行
動
観
察 

単元 

地域で活躍している人の考えや生き方を知

り，地域をよりよくする方法を考える（二次） 

～地域で活躍している人を発掘してみんなに

知らせよう～ 

２６

時間 

評価規準 ア 知識・技能  

イ 思考・判断・表現 

     ウ 主体的に学習に向かう態度 

次  学習の流れ 
時

数 

指導上の留意点 

【大事にしたい資質・能力】 
評価規準 評価方法 

二 
 

 

次 

（
か 

か 

わ 

る
） 

課
題
の
設
定 

□前時の振り返りから本時の見通しをもつ。 

□前時の活躍した人をグルーピングし，自分が会

ってみたい人を選択する。 

 ・安心・安全 

 ・イベント・行事 

 ・自然（地域の環境） 

 特に知りたいことをグループでまとめていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①  

○
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

○
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
（
ク
ラ
ゲ
チ
ャ
ー
ト
） 

【他教科との関連】 

国語「話すこと・聞くこと」 

【山小屋で3日間すごすなら】 

地域で活躍している人を発掘し，『地域で活躍している人マップ』を作ろう 

※思考ツール：Xチャート 

地域のよい所・悪い所をXチャー

トでまとめ，整理する。 

〈新たな課題〉地域で活躍している人を発掘し，みんなに知らせよう 

※思考ツール：イメージマップ 

この段階で，地域の良さのイメ

ージマップを作成。導入時のイ

メージマップと比較する。 

【一次を通した子の姿】 

☆地域には，僕たちの知らない，たくさん良い所がある。 

◎実際に，地域で活躍している人に会ってみたい！ 

 



Ⅳ－３年－7ｐ 

 

情
報
の
収
集 

□自分たちで，聞いてみたいことをインタビュー

したり，インターネットで仕事について調べた

りする。 

□・安心・安全 

  ⇒見守り隊の方，消防団の方，女性防火クラ

ブの方 

 ・イベント・行事 

  ⇒旭橋みずほ通り商店街の方・ハロウィン

（ジャックオーランタン作り） 

  （イルミネーション・お祭り等） 

 ・自然（地域の環境） 

  ⇒堆肥作り・ゴミ拾い・花壇整備 

 

＊教師で，事前に連絡を取っておくが，アポイン

トメントを取る電話はできるだけ，子ども達自

身でさせる。 

□それぞれの人々の「思い」や「大切にしている

考え」についても，お話ししていただく。 

・地域のために活躍している人の深い思いを知

る。 

 

１

０ 

【情報活用力】 

【コミュニケーション力】 

 

 

 

② ① 

○
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

 

○
行
動
観
察 

整
理
・
分
析 

□地域で活躍している人との関わりの中で収集し

た情報を整理し，自分なりにその人がもつ「思

い」や「大切にしている考え」についての共通

点を考える。 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

【情報活用力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ② 

○
発
言 

○
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
コ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
） 

 )  

ま
と
め
・
表
現 

□「地域で活躍している人マップを作る」 

・大きな地図に，地域の人の写真（イラスト）と

名前，どのように活躍しているのか・地域に対

する思い等を書き入れる。 

・自分の生活に取り入れていきたい考え方を見付ける。 

 

□２次の学習を振り返り，保護者や地域の人に知

らせたいという気持ちを高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

０ 

 

【基礎的・汎用的能力】 

③ ④  

○
制
作
物
（
マ
ッ
プ
） 

○
行
動
観
察 

 

 

 

 

 

 

※グループを三つに分け，それぞれ

のグループが，学習計画を立て，

取り組ませることにより，主体的

な学びにつなげる。 

※コアマトリックス 

一度集めた情報を元に，人々の思い

に関して，共通点を見出す。 

 

※マップ作り 

〈新たな課題〉「えがおいっぱい交流会を開こう」 

【二次を通した子の姿】 
☆これまで，気付かなかったけれど，地域には，みんなのために活躍している人がた
くさんいるんだな。他の人に対する思いをもって活動している！ 

☆わたしも，地域のために役立ちたいな。 
☆今回勉強したことを保護者にも，伝えたい！ 
◎今回の話を聞いて，他の友達がどのように感じたのかも知りたいな！ 

 



Ⅳ－３年－8ｐ 

 

単元 

地域のためにできることをまとめ表現する

（三次） 

～えがおいっぱい交流会を開こう～ 

２３

時間 

評価規準 ア 知識・技能  

イ 思考・判断・表現 

     ウ 主体的に学習に向かう態度 

次  学習の流れ 
時

数 

指導上の留意点 

【大事にしたい資質・能力】 

評価規準 
評価方法 

知 思 態 

三 
 

 

次 
 

課
題
の
設
定 

□前時の振り返りから本時の見通しをもつ。 

 ・笑顔いっぱい交流会を開くために，どんなこ

とを伝えればいいのか考える。 

 

 

 

② 

  

① 

 ○
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

□発表するために必要なことは何かを考える。  

 「発表するためには，どのようにすればいいの

かわからない。」 

  →スライドショーの使い方が知りたい。 

１  

 

情
報
の
収
集 

□「地域のよさを地域に伝える」ための計画を立

てる。 

・実際に自分たちが行えそうな，地域のためにで

きることを考える。 

・地域の方に発表会を開くことを宣伝する方法を

考える。 

・発表会の準備を進める。 

 

□「えがおいっぱい発表会」を開く準備をする。 

・PPT を児童が作成し，プレゼンテーションの準

備をする。 

１

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コミュニケーション力】 

【情報活用力】 

   

○
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

○
制
作
物
（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
） 

整
理
・
分
析 

・伝えたいことが分かりやすいように，工夫す

る。 

＊画用紙や模造紙にまとめたり，PCを使ってプレ

ゼンテーション形式でまとめさせたりする。 
６ 

  

③ ③ 

○
制
作
物 

（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
） 

ま
と
め
・
表
現 

□地域や保護者の方を招待し，地域をよりよくす

る作戦を紹介するために「えがおいっぱい発表

会」を開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

④ 

④  

○
発
表 

□これまでの学習を振り返って，もう一度植物に

ついて考える。 

 

 

 

□学習のまとめを行い，学習の自己評価をする。 

 

２ 

 

 

 

 

 ④ 

○
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

○
発
言 

※１ 小学校学習指導要領 解説 総合的な学習の時間 平成 29年 文部科学省   

 えがおいっぱい交流会を開いて，地域で活躍している人を伝えよう。 

※国語科の話す・聞く学習と関連

させ，発表内容や方法について

話合い，納得解を出すことがで

きるようにする。 

※招待する人たちにどんなこと

を感じ取ってもらいたいか，

自分たちが地域の良さを伝え

られるような発表会にさせ

る。 

※まとめ方については，プレゼンテ

ーションを選択させる。プレゼン

テーションの場合は、国語の P２

６４「デジタル機器を使ってプレ

ゼンテーションをしよう」を参考

にするとよい。 

 

※国語科の話す・聞く学習と関連さ

せ，自分の考えを表現したり，共有

したりできるようにする。 

※パワーポイントなどのソフトを活

用し，アニメーション等を用い

て，プログラミングの思考を活用

する。 

※単元全体を振り返って，【地域と

私たちの生活】というテーマ等で

振り返りを行わせる。それぞれの

考えや新たな課題を交流し，学習

を終える。 



あ と が き 

 

 本校では，これまでの 54年間，各教科や道徳科等を通して教職員の専門性を高める研究

を進めてまいりました。今年度は，生活科・総合的な学習の時間における授業研究を窓口

に，単元計画マネジメントと他教科・他領域との関連を通して，主体的に学び，関わり合

い，学びを生かし深める児童の育成を目指した取組を進めております。 

 コロナ禍において教育活動や研修活動が制限される中，「学習するチーム大有」として

感染症拡大防止への対策を講じながら，子ども達も教員も学びを止めず，資質・能力の向

上を図ることができるように研究の推進と授業実践を進めてまいりました。本研究紀要で

は，今年度の授業実践に基づく研究の概要をまとめております。 

 本教育実践研究発表会に参加していただいた皆様におかれましては，これまでの研究過

程と本発表会における研究発表・実践発表について，御批正，御示唆をいただければ幸い

です。 

 結びに，本教育実践研究発表会の開催及び研究紀要の発行に当たりまして，御指導・御

助言をいただきました北海道教育庁上川教育局，旭川市教育委員会，学校力向上に関する

総合実践事業の地域連携校並びに，本教育実践研究発表会の開催を御支援くださいました

関係機関・団体等の皆様に心より感謝申し上げます。 

（旭川市立大有小学校 教頭 齋藤 知尋） 

                                      

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 研究同人 】 

 

校長      佐藤 潤一 

教頭      齋藤 知尋  

主幹教諭    石川  憲一 

教諭      相木 千明  渡辺   恭平  青山  和巳  菅生   翔 

        飯田妃呂加  鶴田 庸介  佐野 亜湖    西田  えり 

外山 和湖  齋藤 梓伸   河田 弘康  林  早苗 

伊藤  裕子  澁川莉保子  門馬 梨夢  山本 一範 

大内  明  川瀬 諒大  成瀬  江美  漆戸  望 

松本  哲  佐藤 智昭 

養護教諭    山口  由賀   

事務職員    西木  信裕  佐藤 美優   

補助指導員   民野  五月  入戸野可奈子 梶山 真由 

学校司書    小嶋  直美 

スクール・サポート・スタッフ 藤田  香 

学習指導員   荒谷 慎平 

転出者     玉井 一行  川村  貴弘  加藤  久貴  石坂うた子  

杉立  耕平  太田  帆南  和田佐和子  中野 泰明 

井上  敏勝  工藤  眞  斉藤  剛  木末江美子 

芳賀 健斗  藪  和幸  小菅このみ  松岡  愛美 
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